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多様化を通じての統合化の原理

〈ⅢP■icndly tt STOP ctc MOM〉 原理の提唱 :

人間の生きられる世界の多元的多様化と統合化の原理

吉 田 章 宏
※

「人間的な英知とは,知 っているべき物事の秩序を知ることであり,自 分の知識を重要度に

よって整理することができるということなのです」(レ フ・トルストイ)

はじめに

この論稿は,人間の生きられる世界の多様化を通じてのその統合化の原理としての,〈RIP

friendly Stt STOP ctc.MOM〉 原理を,そ して,こ の原理に関連して派生する諸原理とを,併せ

て,提唱するものである。これは,先に発表した論稿 (吉 田章宏,2007)を 受けての考察でもあ

る。本稿は,こ れ場の原理を,展開して証明したり,説明したりするものではない。証明や説明

の展開には,膨大な量の論述が必要となるであろう。そうではなくて,読者に,こ れらの原理を

提示し,示唆し,こ れらの理解へとお誘いし,理解の共有とさらなる深化を呼びかけるものであ

る。

研究の方法,基礎資料,動機 と欲望

これらの原理に至る方法は何かと,敢えて問われるならば,私の生涯の多種多様な経験に基づ

く「想像自由変更」(imaginativc frcc variation)を経た「本質直感」 (intuition ofthc csscnCCS)(「 本

質観取」)がその方法である,と 答えたい。

また,こ れらの原理に到るために用いられた資料はと,敢えて問われるならば,私の生涯の多

種多様な経験全体がその母集団として背景にあり,ま た,そ こから意識的かつ目的的に選ばれ蓄

積されて来た,私 にとって重要な経験の標本集合が,そ の直接の基礎となる資料となっている
,

と答えたい。

※ 淑徳大学大学院心理学専攻教授
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さらにまた,こ れらの原理への到達を促 した,到達を動機づけていた,基礎 となったOt菫 `二
`[:

であるかと,こ れも敢えて問われるならば,次のように答えたい。つまり,世界と人間十二雪すこ

多種多様な学問,知識と知恵の総体の混沌と無秩序に直面 して,た だただ混乱 して為すすべを
=

らない状態から,その混沌を分節化 し関連付け,総体を秩序立て,日 前の混沌に立ち向かって ,

危うく混乱と錯乱に陥ることから踏みとどまって,生 きて行こうとするに当たって,そ の秩序付

けへの動きを支える諸原理を欲 したことが,そ の動機である,と c

研究の「動機と欲望」について再説

再説するならば,こ の研究を誘発 した欲望は,知識と知恵の混沌とした原野を,原理なしで無

自覚に放浪することか %抜け出て,あ る原理をもって自らの彿往の旅に意味づけすることを求め

る腹の底から湧き上がってくる欲望であった。混沌に埋没 し溺死することを避け.埋没から脱出

するためには,生 きる世界を狭 く限定 し,視野を限定することも,一つの選択であったであろ

う。しかし,私の生は,幸か不幸か,結果として,そ の選択の道を採らないことになつた。そし

て,その結果として,総体の混沌をそのままに引き受けることにもなった。その総体的な混沌

を,単なる総体的な混沌として身に引き受けるのではなく,混沌をその諸部分に分節化 し,分節

化されたそれぞれの諸部分において,既に多種多様な仕方で生成されてきている大小の部分的秩

序を,あ るいは,こ れからの秩序づけを待っている諸部分それぞれに現れ始めている可能的な部

分的秩序を,全体 として相互に関連付けることによつて,総体的な混沌と無秩序にも,何 いかの

総体的な秩序をもたらすこと,が強 く欲望された。それにより,混沌と秩序の調和をもたらす原

理を見出し,こ れからも続 くであろう部分的混沌と部分的秩序の総体的な混沌の流れに,何 らか

の秩序をもたらしたかった。しかも,何 らかの固定的で硬直した秩序,い わば剛構造,を 混沌に

強いて押 し付けるのではなく,何 らかの総体的で柔軟な秩序をもたらし,総体的な混沌を積極的

に活かしつつそれを活性化することによって,そ の混沌を生きる人間の世界を活性化 し,人 々の

生きる生を,何 よりも私自身の生を,混沌による混乱と生の狭院化と貧困化の世界から,拡大化

と豊饒化の世界へと変化させて行 くための道標となる諸原理を求めた,そ のことが動機と言えば

動機である。そのように,研究動機への問いに,私なりに自覚 している限りにおいて,答えてお

きたい。

言い換えれば,私が,私の全生涯の多種多様な経験全体のうちから,次第に意識されるに到っ

た重要な一部分を選び,それらの意識された経験に想像自由変更を行い,本質直感 (本質観取 )

によって,到達 したのが, これらの諸原理である,と 言えば自己弁護となるであろうか。その原

理を求めた根本動機は,部分的秩序 と総体的混沌,相互に孤立 した島宇宙の並存を思わせる混

沌,い わば「バベルの塔」を思わせるような混乱から成る世界の総体的混沌に,その混沌に積極
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的な意味と構造を与えうる諸原理を求めた, ということでもある,と 言っておきたい。

さて,こ れらの原理は,そのような性格をもつ原理であってみれば,本論の範囲で述べること

のできるような,何 らかの「証明」のようなものを,性急に提示することは試みない。また,そ

のようなことは私には出来ない。さらにまた,そ のようなことをする心積 りも私にはない。そう

ではなくて,こ れらの諸「原理」の意味を,こ れらの諸原理を体得 した読者自らの経験におい

て,再発見し,納得されることこそを,私は期待 している。

読者の多種多様な経験において,こ れ場の諸原理が積極的なfrllき をすることに読者自身が気づ

いたとき,読者は,そ もそも筆者がこれらの諸原理に到達して,そ れを提唱しようと考えたとき

の思いを,共有 してくださることになるであろう。そもそも未だ,こ れらの諸原理を理解さえし

ていない読者には, これらの諸原理の有効性についても,何 らの実感も持てないであろう。その

ことは,私にとっては,言 うまでもない。それゆえ,こ れらの諸原理を理解出来ない読者によっ

て,こ れらの諸原理が共有されることを,私は期待 していない。これらの諸原理は,読者がそれ

らを理解なさった時に,理解 した読者の経験 を多種多様な仕方で活性化することになるであろ

う。〈RIP iicndly SR STOP ctc MOm)原 理を中核 とする諸原理が,それを理解 した人間の経験

を活性化する,と いうことを筆者は主張する。この原理が,仮にある読者の経験を活性化 しない

場合には,実は,そ の読者はこれらの諸原理を未だ理解 していないからなのだ。 したがって,こ

れらの諸原理は,通常の意味では,筆者にとっての他者である読者によっては,論破される可能

性は無い。筆者が,読者に期待することは,こ れらの諸原理を論破するかしないかということで

はなくて,こ れらの諸原理を活用 し,読者自身の経験を活性化することである。その意味では
,

「論」や「証拠」を比較 して,「論より証拠」というのではなくて,も し敢えて言うならば,「 論

や証拠より,経験そのもの」,あ るいは,「 議論によって説得 したり納得 したりするのでもなく,

何らかの証拠によって説得 したり納得 したりするのでもない。自らの経験で覚知 し,自 覚 し,意

識 し,納得するものである」と言っておくことにしよう。

諸原理の提示の前に,さ しあたり,お断 りしておきたいことが四つある。第一に,こ れらの諸

原理は,人間経験における多様な経験世界の間の関係を描いているのであるが,し かし,こ れが

人間経験の総てを描いているわけでもなく,ま た,人間の経験の可能な分節化の総てを描いてい

るわけでもないことは,言 うまでも無 く自明のことである,と いうことである。筆者は,決 して
,

人間経験の総てをこれらの諸原理によって描いているということを主張 しているわけではない。

そのようなことが可能である,と も考えては居ない。 しかも,こ の特定の時点で,到達 した諸原

理として,未完であるし,さ らに,今後「より少なく未完である (less incOmpletc)諸 原理」が現

れることを予期さえもしている,と いうことを述べておきたい。第二に,そ の意味では,こ れら

の諸原理の提示 も,ま た,「 より少なく未完である原理」への探究の道の途上に現れた暫定的な

諸原理の提示である, ということである。 しかしまた,第三に,暫定的であるにも拘わらず,こ

23
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の時点において提示されたこれらの諸原理なりに,そ の本質的構造を明示化 している,と いうこ

とは,主張 しておきたい。そして,第四に,こ れらの諸原理は,簡潔であることをもって,その

特長としているということも主張 したい。その簡潔性は,ま ず,未完であることから生 じてもい

る。が,む しろ,簡潔であることによって,構造と意味が明示的になる,と 考えているからでも

ある,と 主張する。つまり,諸原理に簡潔性を追い求めた結果としての,諸原理の簡潔性なので

ある,と いうことである。これらの諸原理は,原理への探究の途上で,本質的な構造の結晶とし

て直観され,それゆえに,簡潔になっているのだということを,強 く主張 しておきたい。

以上のように独断的に主張 したうえで,(RIP ttiendly SIR STOP ctc MOM〉 原理の提示に入る

ことにする。

(RIP S′R SttOP etc〉 原理の提示 :そ の意味と構造

(RIP Stt STOP etc)原 理とは,そ の名称そのものに,そ の原理の内容が提示されている。と

いうよりは,原理の内容が,そ の名称に象徴されるように,名称を定めたのである。名称に,原

理の内容が濃縮されて,簡潔に表現されているのである。ただし,注意すべ き点がある。それ

は,〈RIP SR STOP ctc)は ,総てAcrOnymである,と いうことである。AcrOnymと は,「 頭文字

語,頭字語 (語群の各語の頭字)を組み合わせて造った語」のことである。ただし,AcrOnymと

しての (RIP SR STOP ctc)に は,英語に無い新造語は含ませていない。すべて,英語におけ

る既存語であり,そ れぞれに意味を有している。そして,そ れらの意味も,総て,活かされて

いる。〈RIP SIR STOP ctc〉 が如何なるAcrOnymであるかは,以下で見ていくことになる。AcrO―

nymに よって表現されたこの原理の意味内容は何か。説明を最小限に留め,原理の名称に沿っ

て,文章命題の形にして述べると,以下のようになる。

「SttR:身 mb01(象 徴)界 ,IInaginar1//1rrcal(想 像/虚構)界,Rcal(現 実)界,の それぞれ

において,STOP:Spacc(空間),Time(時 間),Othcrs(他 者),Pcrson(パ ーソン)は,相互

に,etc:exchangeable(交 換可能),transformable(変換可能),complcmcntary(補 完可能)であ

り,し かも,SIR:Symbol界 ,Imaginary界 ,Rcal界 もまた,相 互に,ctc:exchangcable(交 換可

能),transお rmablc(変 換可能),complcmcntary(補 完可能)である。そして,さ らに,その原理

全体には,Latin語 でRIP:Rcquicscat in pacc;Mγ s/hc rcst in PcaCC;Rest ln Pcacc「 安らかに眠れ」

という祈りが捧げられている。RIPは ,現実性 (Rcality)の 世界,(不可避的)必然性 (Incvitablc

ncccssity)の世界,可能性 (Possibili7)の 世界を表現している」。

以上を,記号象徴によって表現するならば,幾つかの表現形式が考えられる。

「S tt Rの それぞれにおいて,S,T,O,Pは ,相互に,ctcで あり,しかも,S,二 Rも また,

相互に,ctcで ある。この原理 ∝R STOP ctc〉 よ,RIP(安 らかに眠れ)」 (第一形式)。
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さらに短縮 して表現するならば,「 S訳 のSTOPは 相互にctcで あり,し かも,SIRも また,相

互にetcで ある。この原理よRIP, しかも,RIPも 相互にctcで ある」(第 二形式)。

さらに圧縮して表現するならば,「 S訳 のSTOPは ctc,SRも etcで ある。RIPo RIPも ctcで あ

る」 (第三形式)。

そしてさらに圧縮するならば「〈RIP SIR STOP ctc〉 は原理である」 (第 四形式)。

それが,「〈RIP SIR STOP ctc〉 原理」 (第五形式)である。

さて,以上の提示に対して,直ちに「その通りだ」と応えてくださる読者の方には,こ れ以上

の説明は不要かもしれない。その方も,その方のこれまでの生涯における経験全体を背景に,こ

こに示された原理を,つ まり著者が本質直感によつて捉えたこの原理を,その方ご自身の本質直

感により,理解してくださったのかもしれない。そして, もし,そ うであるならば,こ の原理

が,そ の「その通りだ」という言葉そのものによって,確認され,承認され,著者とその読者と

の間で,共有されたことになる。さらに,その承認は,こ の原理によって表現されていること

を,実現していることになる。例えば,「Rに おける0と Pは ,相互に,etcである」という原理

の実現が,「その通りだ」という言葉によって,表現されていることになる。

しかし,以上の 〈RIP SIR STOP ctc〉 原理の提示に対して,不審の念を抱き,疑わしげな眼を

差し向けている読者の方には,さ らに可能な限りの説明を試みる努力が,著者には,求められて

いるということを感じる。

しかし,そ の前に,こ こで,〈RIP SIR STOP ctc)原 理は,他の読み方もあることも,提示し

ておこう。その読み方とは,原理を一つの (allcgory parablc〉 (寓話)と して読む読み方である。

まず,(SIR STOP〉 は,邦訳すれば,「 ストップ卿」である。つまり,英国かどこか欧州の想

像上の国の貴族であり「卿」の称号をもつ「ストップ卿」という高貴な人物である。もちろん
,

SIR STOPは ,想像界の人物であって,現実界の人物ではない。そして,(RIP SR STOP〉 の表

現そのものは,象徴界に属する。そこで,(RIP SIR STOP etc〉 原理は,SR STOPを代表とする

知的に高貴な歴史的な想f象上の人物たち,つ まり,「 ストップ卿等」〈SR STOP ctc〉 によつて象

徴される原理である。「ストップ卿等」とは,「 ストップ卿」を理解する人々を指す。RIPは ,上

記のように,「安らかにお眠りください」という祈りの言葉である。そして,体R STOP ctc)が
,

「安らかに眠る」ことを通して,世界にその精神が浸透し,そのことにより,こ の世界の混沌と

秩序が,こ の世の活性化と豊饒化をもたらすことが,祈念されている。それが,〈RIP Stt STOP

ctc)原理である。

しかし,そ れと同時に,“ RIP"の 語には,「 裂き開く,(秘密などを)暴露する」という意味も

秘められている。その意味にとると,(SIR STOP ctc〉 を「暴露せよ,暴 き立てよ」という意味

になる。つまり,RIPに は,一方で「安らかに眠れ」と言いながら,他方で,「暴きたてよ」と
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命じている。これは,以下に紹介するス トップ卿の口癖「止まるな,止 まれ」にも通 じる矛盾あ

るいは葛藤であるが,「安らかに眠る」ス トップ卿等を「暴き立てる」ことにより,世にこの世

の活性化と豊饒化をもたらすという在 り方も,〈RIP SIR STOP etc〉 原理には,求められている
,

と理解される。「暴き立てられた」とき,ス トップ卿は,「 安らかに眠つていた」墓地から立ち上

が り,霊界から甦 り,幽霊の国 。英国の貴族に相応 しく,こ の世を密かに徘徊 し, この世を活性

化するのかも知れない。しかし,卿は,あ くまでも優 しく,善意の人 (fricndly)で あり続ける。

ここに,「 安らかに眠る」ス トップ卿が口癖のように,かつて,出 会った人に親 しく語 りかけ

ていた,警句がある。それは,以下のものである。

“STOP nOtthinking,but STOP tO think":an cpigram by Sir StOp

ス トップ卿お気に入りのこの警句を邦訳するならば,以下のようになる。

「思考停止はするなかれ。が,思考するため立ち止まれ」。

あるいは,「考えることを止めるな。が,立ち止まって考えよ」。さらに,「止まるな, しか

し,止まれ」である。つまり,み じかく言えば,「止まるな,止 まれ」である。さらには,別表

現では,「サア,止 まるな,サア,止 まれ」つまり,「 さあ,ス トップ」,「 ス トップ卿」,“SIR

STOP"であり,“Sir StOP"で ある。

「安 らかに眠る」ス トップ卿は,安眠の墓から「暴 き立てられて」起 き上がるとき,恐 らく,

唱える呪文あるいは警句は,“STOP nOtthinking,but STOP tO think!"で あろう, と想像される。

さて,こ の警句が意味するところの多種多様な解釈のうちの一つの解釈は,以下の通 りである。

われわれは,誰 も彼 も,平常は,日 常生活の世界に埋没 して,忙 しく過ごしている。そこで

は,すべてが当たり前で,平凡で,な んら代わり映えしない,退屈で,決 まりきった,型にはま

り慣例となった,日 常の,ル ーチンの仕事の生活が,日 々,絶えることなく営まれている。ルー

チンであるがゆえに,個 々の営みを無事に運ぶには,あ まり考えることを,必要とされない。い

や,考えることを必要とされなくなったからこそ,ルーチンなのである。考えることをしないこ

とには,言 うまでも無 くもちろん,利点がある。ことは順調に何ごともなく進むからである。 し

かし,同時に,重大な欠点がある。それは,変転と混沌の尽きることのないこの諸行無常の世界

において,固定的なルーチンで生きていくことは,密かに近 くまで忍び寄って来ているかもしれ

ない破壊と崩壊の時に対 して,無為無策で生きていることを意味する。さらには,そ のルーチン

が創造された時点では,そ れを創造 した人物においては,最大限の思考の努力が発揮 されていた

に相違ないのだ。 しかるに,それが,既製のルーチンとして,例 えばマニュアル (手引 き,便

覧)に よって与えられ,利用されるに到ると,そ のルーチンの創案者において働いていた思考は

停止 し,思考停止 したことによって,ル ーチンとしての働きは,ま すます円滑かつ順調になる。

しかし,そ うなることで,次第に,そ のルーチンには,そ の内容の空洞化がおこる。ルーチンの

創始の段階で働いていた思考が停止するために,ルーチンの内実を成していたはずの思考が失わ
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れ,ル ーチンの形骸化が始まるのである。ちなみに,フ ッサール,E.(1974/1954)は ,そ の論

稿「幾何学の起源」において,学問におけるそのような性質をもつ空洞化の危険を訴え,それか

らの脱却を「再活性化」と名づけていたことは,周知の通 りである。

さて,寓話的には,“SR STOP"は ,そ のような空洞化に起因する固定化と沈滞化を打破 し

て,活性化あるいは再活性化を常に促す人物像として思い描かれる。ただし,マ ニュアルのよう

に表面的かつ手順的な技術としてではなく,没 して「安らかな眠 り」に就きつつもなお,人 々の

精神に生き続けて,広 く深 く世界に浸透 し,人々の思考の活性化を促 しつつある.そ のようなノ、

物 として,思い描かれる。それゆえにこそ,「安 いかにお眠 り下さい :RIP」 ,「STOP卿」なの

である。ス トップ卿は,そ の思想の深厚さと重厚さにより,も はや,日 常的に,世界の出来事の

表面に華々しく躍 り出てくるようなことはしない。安らかに眠り続けながらも,我々の精神に働

きかけて,我 々が生きる「混沌と秩序」 (カ オスとコスモス)の世界に,力動的で柔軟な構造化

を促 し続けるのである。また,時 には,RIP「暴き立てよ」という言葉によって,「安 %か に眠

る」ス トップ卿が,暴 き立てられることが事件となり,亡霊となって世に徘徊 し,そ のために,

新たな発見が産まれる。それは,後述のように,FRIENDLYな ス トップ卿に相応 しい在 り方で

もある.と 言えるであろう「

以上の解釈は、あくまでも,〈 RIP SIR STOP ctc)原 理の 一つの解釈である「

ここで,こ の “STOP■Ot thinking,but STOP tO think!"と ヽヽうSIR STOPの警句は,後に展開

する 〈RIP SIR STOP etc)の 意味内容にもかかわる警句であることは,後 に見ることになるで

あろう。

以下では,〈RIP SIR STOP etc〉 原理の,そ れぞれの記号・文字が,何 を表現し象徴している

かを,順を追って説明することとしよう。

〈SttOP〉 の意味と構造

Pは Personの 略号である。PcrsOnと しての人間を象徴 している。ここで,Pcrsonは ,一 人称 ,

二人称,お よび,二 人称を相互に区別しつつも,重層的にそれらのいずれをも包含 してお り,そ

れらの間の「多声的調和」を表現 している, としてお くことにする。また,Pは ,P自 身から捉

えたPと ,以下に見る,P以外の,Pに とっての他者である0に よって捉えられたPと ,こ の二

つが区別される。「Pに よるP」 と「Oに よるP」 である。これらも,Pに は,重層的に包含され

ている。イ固々のPcrsonは ,「彼 (女)自 身が,自 ら捉えるPcrsOn」 であると同時に「他者たちOs

が,彼 (女)に とっての他者として,彼 (女)を捉えるPcrson」 でもありうる。前者は,彼 (女 )

自身の視点から捉えた「世界内存在」として,後者は,「 外部からの視点により捉えた存在者」

として,捉えられる。 しかし,そ れと同時に,PcrsOnは ,一方の視点だけで捉えられた存在に限

27
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定されるものではない。意識的かつ自覚的な存在者として,両者を統合 した存在者である。 しか

も,決 して,どちらからも捉え尽すことのできない実存者である。そして,Pは ,Pに とっては
,

森羅万象の総ての発生する源泉でもある。Pに とっては,Pな くして世界は無い。世界は,Pに

発する。もちろん,他者たちOsに とっては,Pは ,数多 くの他者 Os中の一人に過ぎない。

つぎに,○ は,Othcr(s)の 略号である。Othcr(s),Othcr PersOn(s),他 者 (た ち)を 象徴

している。他者○は,Pに対するO(Othcr)と しての「他者」として現れる。「他者」は,Pに

対する「他者」である。注意すべ き点は,Pが一人称のPであろうと,二人称のPで あろうと
,

あるいは,三人称のPで あろうと,そ れぞれにとって,0は ,「他者」を表現する象徴であ り
,

それぞれに対応 した「他者」が考えられるということである。Oで象徴 される「他者」として

は,一人称の「私」に対する「他者」を含むが, しかし,こ の原理においては,そ れのみを考え

ているわけではない。実は,人間の自己とは,時 に一人称,時 に二人称,時 に三人称の「私」,

「汝」,「誰彼」を,相互に交流させ,重なり合わせながら,そ の全体を重層的に,一人の自己同

一性を帯びた「私」として,そ して,一人の個人 (Pcrson)と して,森羅万象を経験 し,そ の世

界を生きているのである, と考える。ここで,本稿の “SR STOP"と は,そ うした「見えない」

Pを 目に「見える」象徴図の形に展開したものである,と 考える。Pの場合と同様に,「○自身に

より捉えられたO」 (世 界内存在)と 「0以外の,0に とっての他者としての別のOに より捉え

られた,O」 (外部の視点から捉えた0)と の二つが区別されるが,こ れらも,Pの場合と同様 ,

0に は重層的に包含されうる。Os他者には,人間に限らず,Pが他者として経験する存在者の総

てが含まれうる。愛大も持ち主にとって他者,詩人にとっては道端の野花も他者,でありうる。

つぎに,Sは ,Spaccの 略号である。SPacc,空 間を象徴 している。SPaccに は,物理学で扱 う

「客観的空間」と,現象学で扱う「生きられた空間」 (ボルノウなど)と しての「主観的空間」と

を,考えることができる。〈RIP SIR STOP etc〉 原理におけるSは ,その両方を表現 し象徴 して

いる, としておこう。

次に,Tは ,Timcの 略号である。Time時 間を象徴 している。Timcに も,Sの場合と同様に
,

初等物理学で扱 う「客観的時間」と,現象学で扱 う「生 きられる時間」 (ミ ンコフスキーなど)

としての「主観的時間」とを,考 えることができる。〈RIP SIR STOP ctc)原 理におけるTは ,

その両方を表現し象徴している, としておこう。

ここで,「 主観的」と「客観的」との両方が,STOPの それぞれに合意されている,あ るいは
,

含意させている,と いうことは,ウ ォーコップ (1984)/安永浩 (1987)に おける,説明の「A/B」

のパターンに対応し,ま た,相当する,と 考える。説明における「A/B」 のパターンとは,ま た
,

竹田青嗣が呼ぶところの「実存的な (=主観的な)世界視線」と「客観的な世界視線」という

「世界の二重視線」あるいは「二重の本質的な世界視線」に相当する (2004,33,197),と 考え

られる。さらにまた,そのより大きな規模の展開は,ボーヴォワールがその名著『老い』 (1972)
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における,二部構成,す なわち,第二部「世界=内 =存在」 (下 巻)と 第一部「外部か ら視点」

(上巻)に対応する, と言つてよいであろう。ここで,「主観的」と「客観的」の,どちらか一方

だけに価値が在る,あ るいは,一方には価値が無い,と 言うことではないcそ のことは,こ こ

で,特に強調 しておかなくてはならない。ことに,い まだに世を圧倒的に支配しているようにみ

える「科学主義的心理学」においては,「主観的だ」と評することが,「価値がない」と言うこと

を表す婉曲話法となっている暗黙の慣習があるよ

うに思われるので, このことを,こ とさらに取 り

上げて,指摘 しておかなくてはならない。大切な

ことは,両者の根本的な相互関係を根源的かつ的

確に捉えることであり,性急かつ浅薄に一方だけ

を偏重 したり無視 したりすることではない。

(S,T,○ ,P〉 は,上記の意味で,〈 空間,時

惜l.世間.ノ、間)と 捉えることもできるであろう1

きて  STOP ctcl 原理十二戻るならば この原

理は.り、上のS.T O Pの 日者本E互 胃の関係で

あ |).日 者間の二者 ことの.六 つの関係にお ・ヽ

て,そ して,さ らに,そ れそれの自己関係的.自

己回帰的,あ るいは,自 己写像的な関係において

も,〈ctc)が 成立することを表現 している。これ

ら6+4=10の 組み合わせの相互関係は,(ctc〉

関係が成立 していることを双方向的矢印で表せ

ば,「lgurc lの ようになる。

〈etc〉 の意味

〈ctc〉 とは,も ちろん,(ct cctcra)の 略であり,〈and so on(お rth)〉 を,つ まり「……その

他,… …など」を,意味する。(STOP ctc)に おける (ctc〉 も,ま ずそれを意味する。がしかし,

それだけではなく,AcrOnymと して,こ の脈絡に特有の意味を表現している。再掲すれば,そ れ

は,〈 ctc〉 :exchangcable(交 換可能),transお rmable(変換可能),cOmPIcmentary(補 完可能)の

略号であり,「交換可能」,「 変換可能」,かつ「補完可能」である, ということを表現し,かつ
,

象徴している。〈STOP ctc)と は,し たがって,「STOPな ど」と同時に,「S,T,0,Pが , 相

互にctcで ある」という意味を表現し,かつ,象徴している。

〈ctc〉 は,同 一性を必ずしも意味しない。差異性の中の同一性,あ るいは,類似性を意味する。

Figure l 月 SttOP

Copyright 2007 Alko Oka
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その類似性によって,相互に 〈FRIENDLY〉 (仲良し)に なれるのである。「人は自らに似た人

を好きになる」の理である。そして,数学的には,必ずしも常に「同型的」(isomorphic)と は

限らないが,「準同型的」(homomOrphic)であることを意味する。もちろん,数学の場合とは異

なり,S訳の場合は,こ とに現実世界Rの 関係は,必ずしも,「数学的に厳密な準同型性」の関

係であるとは限らない。にもかかわらず,〈 ctc〉 として類似性を認めることは,現実世界におい

て,重要な意味をもつ。さて,こ の関係は,双方向的な矢印 (⇔)で表現することが出来るであ

ろう。Rgurc l,Rgure 2,「lgtlre 3に おける,双方向的な矢印は,〈 etc〉 を表現し,象徴して

いる。(etc)に は,「遷移性・移行性」(trandt市け)がある。これは,本質的には,「友達の友達

は,友達である」ということに類似的である。そして,こ のことは極めて重要である。そのこと

によって,結果的に,“R STOP ctc)に ,全体性が出現することになるからである。

さて,次に,SRの説明に移る。

〈S′R)の意味と構造

SIRに おけるSは ,Symb01の 略号である。Sは 象徴 (世 ,界 を表 している。STOPに おけるS

とは同一文字であるが,区別されなければならないcS訳 とSTOPと は,次第に明らかになるよ

うに,次元を異にする事柄なので,両者のSを 混同する恐れは小さいが,そ の可能性を最小に留

めるために,SIRは ,イ タリック体で表記することにするこ

Iは Imagination,Imaginary,Imaginativeの 略号であるこIは想f象 (世 )界 を表す,

Rは ,Rcaliり Rcalの 略号である。Rは ,現実 (世)界を表す .

さて,先に説明した 〈STOP〉 は,明示的には述べなかったが,そ の時点においては,現実世

界における,空間,時間,他者,PcrsOnを 表現していたcこ こで,SIRの導入により,視野に入

れている世界が,現実世界のみの世界から,SIRの 三つの世界を包含する,よ り広い重層的な世

界に拡大され豊饒化されたことになる。

〈SIR ctc〉 とは,「S,I,Rが ,相互にetcで あ

る」ということを表現 し,かつ,象徴している。

その関係を図に表せば,「lgurc 2と なる。

さらに,SIRは ,それぞれの世界にSTOPを 内

在させている。もちろん,SIRそ れぞれにおける

STOPも ,そ れらの相互関係も,言 うまでも無く,

ある視点から見たときの同一性であって,総て無

条件の同一性が保証されているわけではない。そ

もそも,視点無 しの構造は存在 しえない。むし

Q①
O°
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ろ ctc)で関連付けられる同一性は,後に説明するように,FRIENDLYで あることを,待ち望

I_で いる。と言える。つまり,〈親近化,表現,解釈,強調,正規化,発見,解放,知恵の産出

t を,待ち望んでいるのである。しかし,そ れぞれにおけるSTOPの 相互間で,ctcが成立し

ている。したがって,その限りで,SIRの 三つの世界の相互間に,準同型性により,ctcが成り

7つ ^

その全体状況を図に表せば,Rgurc 3と なる。

ここで,余 りに錯綜 している全体をひと時に提示することにより,話が混乱することを回避

するために,RIPに 関する話は,後回しにする。まず, 体R STOP ctc)に 限定 して,話 を進め
,

その話が一段落 してから,改めて,RIPは ,取 り上げることにする。

ヽ 1ノ ヽ 1ノ
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〈S:R SttOP〉 は friendlyで あ る。 (f面 endly SIR SttOP〉 原理

ここで,上でちょっと触れた点について,多少の寄 り道をして,寓話的に,SIR STOPの 際

立った人柄について一言しておく。SIR STOPの 人柄は,〈■iendly)(友 好的な,優 しい,親切

な,役立つ,都合のよい……)である。もちろん,(fricndly〉 であることは,SIR STOPと いう

人物の性格あるいは人格を特徴付ける特質である。しかし,それと同時に,寓話を離れるなら



32 淑徳大学大学院研究紀要 第15号  2008

ば,(fricndly〉 であるということは,ス トップ卿に,次の働きがあることを意味している。

FRIENDLY

FamiliaHzing thc unfamiliar i(見 ′慣れぬものを,見慣れたものにする)

Rcprcscnting thc un― rcprcscntcd:(表 現されていないものを,表現する)

Intcrprcting/informing thC un― intcrpreted/uninfOrmcd i(ま だ解釈されていないものを,解釈する。

未だ知らされていないものを,知 らせる)

Emphasizing thc un― cnlphasizcd/dc―cmphasizing thc cmphasizcd i(未 だ;資 調 さオしていないものを,

強調する。強調されているものの,強調を取 り除 く)

[Enabling to scc thc un―sccあ lc i(見 ることの出来ないものを,見ることを可能にする)

Enabling to宙 sualizc the invisible i(見 えないものを,視覚化することを可能にする)]

NOrmalizing thc un― normalized i(未 だ正規化されていないものを,正規化する)

DiscOvenng the un― discovcred:(未 だ発見されていないものを,発見する)

Liberating thc un― libcratcd:(未 だ解放されていないものを,解放する)

Yiclding thc wisd6m:(知 恵を産み出す)

つまり,(SR STOP)が 〈■iendly〉 であるとは,単 に「友好的である,友情が深い」 という

意味だけでなく,体R STOP)が ,上記のような多様な働 きをする,と いうことを意味 してい

る。原理 僣R STOP〉 が、上記のような,〈 FRIENDLY〉 に合意されているような働きをする.

という意味が込められている。さらに言い換えれば,(FRIENDLY〉 は,原理 も駅 STOP)の

人間の心における機能を表現 している,と いうことである。

この脈絡では,〈 FRIENDn″ )も AcrOnymと して使われている。その意味においても,〈SIR

STOP etc〉 はfriendlyで ある。そこで,(■iendly SIR STOP ctc)原 理とする。

なお,(FRIENDLY〉 は,〈ctc)と 併せて,Max Black(1962)の 古典的ModcνMctaphor論 が

指摘した,Substitutbn,Comparison,Intcraction(代 置・代用,比較,交流 。相互作用)の諸機

能とも,本質において,重なり合っている,と 私は考える。詳論は割愛する。

(SIR SttOP〉 の全体性 :そ の分化と統合,一つの寓話

〈SIR STOP〉 は,mendlyな 人柄をもった人物である。そして,かつては,赤子として産まれ ,

孝L幼児として育ち,少年として,さ らに,青年として生き,壮年を目覚 しく活動に過ごし,老年

を……・とその生涯を生きてきた。その過程における,SR STOPの構造を考えてみると,赤子で

あるうちは, まだ,SIRの称号も授与されてお喝ず,つ まり,Rか らは未だfも Sも 分化 していな
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かった。また,STOPの 自覚さえも無く,無邪気に生きていたのである。そのとき,では,S駅

STOPの それぞれの内的区別はあつたであろうか。否,それらは,未だ,混沌と未分化の状態に

あり,しかも,そ の未分化の自覚さえも無いまま,しかし,分化されないままの全体性を保って

いた。その後,生涯発達の過程に沿って,次第に,内部構造に分化が起こる。さらに,SIRの称

号も賜るに至って,SIR STOP の内部構造には,複雑な分化と組織化が起こり,略図を描くな

らば,R現実世界においては,Rgurc l,SIR世 界においては,「lgurc 3の ような,いわば専門

化し,分化と特殊化を遂げることになる。そのため,乳幼児時代における全体性は失われてしま

う。ここで,〈SIR STOP ctc〉 原理は,そ の全体性の失われた (SJR STOP ctc)の 世界に,失わ

れた素朴な全体性そのものに立ち戻るのではなくて,分化と専門化による硬直化と混沌化を経

て,な おまた再び,何 らかの全体性を取 り戻そうと,内部構造の分化と専門化を前提にしつつ
,

新たにその統合化による統合的全体性を産み出すことを促そうとする原理なのである。それは
,

体R STOP ctc)の 人柄が (FRIENDLY〉 であることによって,可能となるものと想像される。

〈Stt SttOP〉 の下位構造とそれぞれの下位原理, その意味と構造

ここで,∝R STOP ctc〉 は,Rgurc 3に 示されるように,全体として複雑な構造を成してい

る。したがって,体R STOP ctc)は ,それを構成する多数の下位原理から成る,と 考えること

が出来る。その基本は,ま ず,(R STOP etc〉 であろう。すなわち,現実世界における (STOP

ctc〉 であろう。しかも,そ の現実世界における 〈STOP ctc)も ,さ らに,六つの二者関係に,

相対的に,分解することが可能である。すなわち,(ST ctc),〈 TO ctc),(OP ctc),〈 PS ctc〉
,

〈SO ctc〉 そして,(TP ctc)の 六つの二者関係である。これらの二者関係に基づく六つの原理の

一つ,例 えば,〈 ST ctc〉 原理は,「Sと Tは ,ctcで ある」と展開される。その意味は,「空間と

時間の間には,互換性があり,相互変換が可能であり,相補性がある」と命題化することがで

きる。残りの他の五つの原理も同様である。さらに,それに加えて,(SS ctc),〈 TT etc),(OO

ctc〉 ,〈PP ctc)の 四つの原理がある。したがって,(R STOP ctc〉 原理は,合計104回 の下位原理

から成る,と いうことも出来る。しかし,さ らに,も し,三者関係に基づく原理を挙げるなら

ば,例え|ゴ 〈R STO ctc),〈R TOP ctc),〈R OPS ctc〉 ,お よび,〈 R PST ctc〉 ,の 4原理も可能

である。したがって, もし総ての下位原理を展開するならば,現実世界における 僣訳 STOP

ctc〉 原理は,合計14個 の下位原理から成る,と いうことができる。14個 という数は,STOPの 4

文字の在不在の組み合わせにより出来る16個 から,下位原理として,全ての在の場合と全ての不

在の場合を除いた数であり,必然性をもって確定している。さて,そ れぞれの下位原理の言葉に

よる命題化を総て展開することは,煩雑になるばかりであるので,割愛する。

以上は,〈 R〉 現実世界における,〈STOP ctc)原 理,つ まり,〈R STOP ctc〉 である。
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〈SIR STOP ctc〉 は,そのほかに,(I STOP ctc)(想 像世界における原理)お よび 〈S STOP〉

(象徴世界における原理)も ,そ の構成部分としている。そして,そ れらの一つ一つは,〈R

STOP ctc〉 (現実世界における原理)と 同様に,14個の下位原理から成る。しかも,体R)(象

徴世界,想像世界,現実世界)は,相互に照応し合って,重層構造を成しているから,その間の

下位原理を,部分的に採り上げて明示化するならば,全体としては,極めて複雑な様相を示すこ

とになるであろう。しかし,そ のような展開は,〈SR STOP ctc)の もつ簡潔性とそれに伴う全

体構造の明瞭性と直観性を損なうことになる。以下では,ま ず,(R STOP ctc)を 構成する二者

関係の下位原理の,例示的な解明を示すことにする。

(P SttOP〉 相互移行と相互関連化,二者間原理 :

S丁,丁0,OP,PS,SO,丁P,そ の意味と構造

〈R STOP〉 原理,つ まり,現実世界における,空間,時間,他者,我 (Pcrson)の 相互交換,

変容,補完,の原理を,二者関係に関する六つの下位原理に分けて,それぞれについて,考察を

加えることにする。 しかし,六つの総てについて詳細に述べることは,不可能に近い。そこで
,

中軸となる三つについて多少とも述べた上で,そ の三つから,残 りの三つも導出されうることを

示 し,残 りの原理については,さ らに簡潔に述べて,そ の詳細は関連する文献に委ねる,と いう

叙述の仕方を選ぶことにする。

〈R ST ctc〉 原理 まず,〈R ST ctc〉 原理である。これは,現実世界において,空間Sと 時間Tと

が (ctc〉 である,つ まり,相互に交換,変容,補完の関係にある,と いうことを叙述する原理

である。この原理は,日 常生活においても,意識するしないにかかわいず,生 きており,活かさ

れている。

まず,いわゆる「客観的時間」といわゆる「客観的空間」について言えば,「時間」は,ア ウ

グスチヌスの『告白』を援用するまでもなく,「客観的時間」でさえも「見えないもの」であり,

捉えがたいものである。他方,「客観的空間」は,相互主観性によって「主観的時間」から「構

成される」あるいは「主題化される」と考えるにせよ,あ るいは,客観的実在の一つの次元とし

て「反映される」と考えるにせよ,いずれにせよ,万人が共有することが可能である,と 言え

よう。そこで,人間は,時間を表現し計るに当たって,時間を空間に変換し,時間を空間で表

現し,時間を空間に交換し,(ctc〉 することを,実践してきている。時間を表現するのに,直線

矢印を用いるし,ア ナログ時計を用いてきたし,歴 史年表を用いてもきた。時間と空間の間の

〈ctc〉 を示す最も壮大な尺度は,天体間の「空間的距離」を示す「光年」という「時間的」表現

であろう。光の速度が最速であり,宇宙空間において一定であると想定されうる限りにおいて
,

空間は,その一定速度の光が「旅する」に要する「年数」つまり「時間」によって計られてい
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l I常生活においても,夕1え ば,「駅から徒歩十分」の「距離」というが如くに,「 空間的距

Ξ三_を ,歩行によって到達するために要する「所要時間」によって計つている事例がある。逆

,こ  ~時間」も,「空間」によって表現し計ることも可能である。時間の長さを,矢印の長さで表

fiす ることは,日 常的な方法である。また,ア ナログ時計の長針が一回りする「空間的移動」を

もって「一時間」が経過した,と することも日常的である。「見えないもの」としての「時間経

過_を 「見えるもの」としての,時計の針の「空間的移動」によって表現している事例と,考え

られる。一言すると,デジタル時計は,現実世界の時間と象徴世界の数字との間に定められた関

係に基づくので,その意味でも,時計を利用する人間にとっては,アナログ時計はデジタル時計

ヒは異なる原理に基づくものである, と考えられる。

ここで,(ctc〉 の合意するところも,多少とも,明 らかになってきたであろう。

さて,つ ぎに,「 主観的時間」と「主観的空間」について考える。

まず,日 常生活的にも,「客観的時間」と「主観的時間」との間には,同一性ではなく,差異

性の中の同一性,あ るいは,類似性あるいは準同型性があることは,常識的に知られている。例

えば,「 あっ,も うこんなに時間が経っていたか」とか「長い時間があつという間だつた」とい

う時,「 客観的時間経過」に,「 主観的時間経験」が一致していないことを示している。「楽しい

時間は早 く経過し,虚 しい時間は遅く経過する」という洞察,お よび,「後の回想においては
,

楽しい時間は長かつたと感じられ,虚 しい時間は短かったと感じられる」という洞察は,主観的

時間経過と客観的時間経過の不一致を提えている。しかし,(■icndly〉 な (ctc)は ,どちらでも,

相互に成り立っている。そうでなければ,そ もそも,比較することが意味をもたないであろう。

「カタツムリの瞬間」は「人間の瞬間」とは一致しない (ユ クスキュール/ク リサー ト,2005,

56)。 「ゾウの時間」と「ネズミの時間」の間も同様である。その間の比較は, しかし,「人間の

時間」を媒介として初めて可能となるのである。「主観的空間」つまり「生きられた空間」につ

いては,「空間における住まうことと,時間における希望すること」を説くボルノウの名著『人

間と空間』 (1978)が あることを,忘 れてはならない。また,「経験の空間」と「期待の地平」

の間の緊張関係の中で現在を生きている人間の生きる歴史的時間の構造を説いたR.Koscncck

(1989)の 『過ぎ去った未来』という言葉も想起されよう。

つぎに,「客観的空間」と「主観的空間」の間にも,時間の場合と同様に,同 一性ではなく,

差異性の中の同一性,あ るいは,類似性あるいは準同型性がある。空間について言えば,数学に

おいて,ユークリッド空間,射影空間,ト ポロジー空間,……などが構想されているのに対応し

てか,「主観的空間」は,通常,「客観的空間」に一致するわけではない。

それぞれのPの生きる世界の間の差異により,一―一 恐らく,そ の,エロス,欲望とそれに基

づく意味づけと在りようの差異により,一―― 子どもと大人とでは,同 一の「客観的空間」を

異なる仕方で経験 している。それぞれの「主観的空間」の間には差異性がある。しかし,そ の差
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異性の中に同一性が成 り立ってお り, したがって,(ctc)で ある。比較が意味をもつのは,〈 ctc)

であることを基礎にしている。さらに,例えば,現代の交通機関の発達により,客観的空間の二

点間の距離と,同 じ二点間の主観的空間における距離とは,必ず しも一致 しない,が しかし,対

応はしている。交通機関の便が発達 した二点間は,発達 していない二点間に較べて,主観的距離

は短い。客観的には同一の距離でも,主観的には大きな差異が生 じる。この場合,し かし,交通

の便が同様である二地点Xギ 間と二地点X― Z間 とでは,そ の距離が同じなら,主観的にも,距離

は同じとなるであろう。 しかしまた,そ の場合でも,Xは行きたい魅力的な所であ り,Yは行き

た くない恐ろしい所,あ るいは,何 とか して避けたい所である,と いう場合には,X―Yは近 く,

X―Zは遠 く,主観的には経験 されるであろう。 しかし,そ の場合でも,空間と時間の間の (ctc〉

は成立 してお り,その間の (準同型性〉は保たれている。

つぎに,「主観的時間」と「主観的空間」の間にも,つ まり,主観的な くTS〉 の間にも,〈 ctc〉

は,成立しているc例 えば,日 常生活世界において,「人の一生は旅である」と言ったりする。

それは,仮に,あ る人が一生涯あるところに定住してそこから外に出ることがなかったとして

も,生涯の時間を思い描くとき,それを空間的な移動としての「旅」として思い描くということ

を意味している。つまり,経験的時間が経験的空間として,経験されていることを意味してい

る,と 言ってよいであろう。時間が空間に置きかえられて具体化され捉えられるということは
,

「生きられる時間」と「生きられる空間」との間においても行われる, と言ってよいであろう。

つぎに,「主観的時間の図示」について述べる。主観的時間の構造を述べるに当たって,た だ

言葉で述べるだけに留めても良いはずであるのに,時間構造を空間的な図の形,図式の形,に写

すことは,よ く行われる。つまり,「Tの Sへ の変換」である。例えば,キ ーンの『現象学的心

理学』(1989,147)に は,「時間の中に自己として存在すること」の「図式的表現」が与えられ

ている。この図は空間的である。そして,「時間の中に自己として存在すること」は,現在の経

験の中での,想起と予期,予期の想起,想起の予期,想起の想起,予期の予期などの錯綜する複

雑な構造を,過去から現在,現在から未来へと伸びる直線矢印の上に,多数のアーチ矢印で表現

することで,空間的に表現しているのである。つまり,主観的時間は,こ のように客観的空間と

しての図の上に表現できるし,さ らに,こ の図は,像 として記憶され想起されることにより,主

観的空間としても,活用され得るのである。また,例 えば,フ ッサールの『内的時間意識の現象

学』 (1967,39,122)|こ おいても,体験流における,未来把持,過去把持,一の相互関係の中に

在る時の流れの,言葉による説明を補うために,有名な図式が用いられて,空間的に図解がな

されている。これも,主観的時間の流れが,空間的な図式によって示されている事例といえよ

う。この図も,空間像として記憶され想起されることにより,主観的時間の理解の助けとして活

用され得ることを示している,と 理解される。メルロ=ポ ンティの『知覚の現象学』(1974, 2,

315-316)も ,「時間的系列」と「空間的多様」を区別する「直前の過去をなお手中に保持してい



多様化を通じての統合化の原理

る」 (同前書,316)と いう表現を用いて,両者の差異を強調 しつつも,フ ッサールの同図を活用

している。なお,最近,フ ッサールの「時間図表」の多様な変遷に関して詳細な研究が発表され

ている (中 澤栄輔,2007,185-193)。 主観的時間と客観的空間 。主観的空間との 〈etc〉 は,こ

れらの事例に照らしても明瞭である。ここには象徴 も介在 している。

樹木の切 り株に見られる年輪の数は,空間的でありながら,その樹齢という時間を示す。同様

に,地層の重なりも何万年もの時間を示 している。そして,我々は,惑星の光と何万光年もの距

離にある恒星の光とを,同 時的に,空間的に位置づけて見る。 しかし,我々の見ているそれぞれ

の光の発生は,何万年もの膨大な時で隔てられてお り,同時に,我々は,そ の時間的隔たりを,

二つの光において,見ているのである。 したがって,星空に輝 く満天の星に,我々は,宇宙の時

間的歴史を同時的に,パ ノラマとして,見ていることになる。

「時間と空間」の間に差異性が見出されることは,改めて強調するまでもなく,自 明と言って

もよい。ジャケレヴィッチ,V.(1994)は ,「 時間」と「空間」における「行きと帰 り」を対比

して,「逆行できないもの」としての時間と「逆行できるもの」としての空間との間の根本的差

異を鋭 く指摘 していた。時間と空間は,(ctc)で はあ りえても,そ れには,超えることの不可能

な絶対的な壁があることも,多 くの論者の論 じるとことである。むしろ,そ のように多 くの論者

によって,時間と空間が比較され,そ の差異性が論 じられているところにこそ,時間と空間の間

の (ctc)が表現されている,と 私は考えたい。

「時間の空間化」と「空間の時間化Jの虚構世界 〈♪ における実現は後述する。

「主観的時間」と「客観的時間」の間は不連続である。 しかし,不連続であればこそ,そ れる

の間にある連続性の発見は,一つの発見となる。主観的時間から客観的時間への移行の問題は,

Hcidcggcr(1975)が ,そ のPart TwO:“ Thc Fllndamcnta1 0ntologicJ QysdOn ofthc Mcaning ofBc―

ing in General;The Basic Structures of Basicド 、 s Of Bcinピ '(225-330)|こ おいて, 非常に明快かつ

具体的に論 じて,読者の覚醒と発見を誘っている。不連続と理解されているものの間の連続性を

見出す仕事の意IIIを 深 く教えられる。

時間については,そ の他にも無数の洞察が歴史上現れている (服部セイコー,1988)。 が,こ

こでの (R ST)原 理の理解を共有する目的のためには,以上でとりあえず間にあう,と 考えた

い。

物事の間の差異性への気づきは,同一性や類似性への気づきに先立つことは,かつて,ビ ゴツ

キーが 『思考と言語』において指摘 していた。総てを差異と観ることは,総てをlEl別 性において

観ることである。差異の中に同一と類似を観ることは,関係付けられた両者をそれぞれに構造的

に観て,そ の同一″
1生や類似性を観ることを必要とする。それは,差異性を前提とも背景ともした

上での,同一性・類似性の把握なのである。

J.Phgetの愛句「学問的研究は,不連続なものを連続にし,連続なものを不連続にすることに
,
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(そ の本質が)あ る」 (Thc scientinc rcscarch consists in making what is discOntinuous continuous and

in making continuous discontinuous.)(ア ンリ・ポアンカレ,J.ピ アジエによる引用)が,想起さ

れる。

つぎに,順序からすれば,〈R TO etc〉 原理の話に移るべきなのであるが,そ の前に,少々大

事な寄り道をしたい (こ れは,ち なみに,〈 S ST ctc〉 原理の活用の実践でもある)。 その寄り道

には,以下で続いて展開する,STOP相 互間の104固 の関係,お よび,S駅の相互間,RIPに つい

て,共通する問題を,こ の最初の段階で導入し,今後の見通しをよくすることに狙いがある。そ

の寄り道によって,〈etc)の 関係,ひいては 〈■icndly)の 働きのもつ重要な意味が指摘される。

そのことによって,結果的に (ctc)が,人間の生きるれた世界において,如何に重要な働きを

呆たすか,と いう指摘と見通しが与えられることになるであろう。

〈0=MOM〉 原理 この原理は,実は,私が1965年,米国イリノイ大学大学院において,電気

工学科,生物物理学科,お よびコミュニケーション学科のJoint Seminarと して開講されていたいl

Ross Ashby教 授の“Cルcrnetics"の 講義を受講していた際に,教授の講義の中のお話から学んだ原

理である。既に,一度ならず,日 本で,私が紹介 している (吉 田章宏,1991,216:1995,254:

1999,243)原 理である。前置きはここまでにして……Q

原理は,Ashby教授のもともとの表現では,以下のように表現されていた。

S=T~lS'T

Figure 4 W.Ross Ashby's Schema

この原理の意味一つの説明は,以下の通 りである。

「今仮に,あ る世界Wで ,Sな る移動を望みながら,何 らかの事情で,それが困難である場合,

もし別の世界W'に ,そ のSな る移動の『表現』である移動 S'を 見いだすことができたとすれば
,

Wか らW'への変換Tと ,その逆変換Tlを 見いだすことで,Sな る移動を,(T・ S'T)と して実

現できる,と いう知恵である。その後,し かし,私 にとつてはこの式は,次第に豊かな意味を

獲得して行くことになった。その意味の中には,『表現』とか『代表』ということのほかに,例

えば,モ デル (模型),シ ンボル (象徴),メ タファー (比喩),ア ナロジー (類比),シ ステム

(系 ),構造と機能,類似性,同型性と準同型性,モ ンタージュ,抽象と具体,回 り道,迂回,障

害の回避,代用,……などと関連する意味がある。」 (吉 田章宏,1999,243-244)

Tは ,恐 らく,Transformation(変 換)の略号であろう。そして,Sは ,あ るいは,Spacc(空

間,距離)の略号でもあろうか。しかし,Ashby教授が教えてくださった原式のままにSと Tの

略号を用いると,こ こでのわれわれの脈絡では,既に,CR STOP〉 にSと Tが用いられている

ために,大混乱を生じかねない。そこで,こ の式を書き換えて,Sを 0に ,Tを Mに置き換える
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ことにする。すると, 同じ式が,Flgurc 5の ようになる。

O=M~10'M

Figure 5 A Modification ofthe W.Ross Ashby's Schema

Mは,Map(地図,写像),あ るいはMapping(写 像する)の 略号 とする。数学で も,Map―

Pingは TransfOrmatiOn(変 換),Fllnction(関数)な どと同義語である。そして,0は ,Oval(卵

形,競技場,競走路)の 略号 とみなす ことも可能であ り,さ らに,Circlcの 形か ら,Earth,

VVorldの 象徴 ともみなせる。さらに,MOMは 母親 (「 お母さん」)の象徴である。そこで, この

式の意味を汲んで,巨視的には,Oは旧い世界Wの故郷の象徴である。0は ,旧い世界Wか ら

出でて,新 しい世界 げヽへとMに よって移行 し,そ こに移住する。その異世界W'では,0は ,O'

に写像 (Mapping)さ れる。そこでW内のOに おける総ての経験がW内 の0'に おいて,充実 し

て再経験 される。その後,逆写像Mlに よって,再び,世界Wの ○に立ち戻った時には,Oは ,

MiOMに 成長 していることになる。以下の文中では,上式を0=MOMと 略記する。0は ,W
からMに よってWに 写像され,O'を経験 し,その後,再 び,逆写像M・ によって,W'か らW

に戻るとき,0は かつてのOの ままではなくて,M10'Mと いう0に なっている。0と M10M

は,差異性 と同一性を兼ね備え,自 己同一J生 も保たれている。また,よ り微視的には,0を 「競

走路」とみなせて,競走路において走った経路Xを求めるために,Wか らMで W'に写像 しX'と

して,再 び逆写像Mlで Wに 戻せば,Wで のXが求まる,と いう理解 も出来るであろう。ここ

では,寺田寅彦の随筆 『柿の種』の中の「詩歌の世界」という一文も,あ、と想起される。

O=MOMの 関係 は,MO=OMと も表現 で きる。従来,モ デ ル論 において も (Hessc,

1963),類 比性を論 じるにおいても,例 えば詩と数学との類比性を論 じる (Buchanan,1962)に

おいても,初等数学における比例式「A:B=C:D」 を構造として,論 じることがなされてい

る。確かに,単純な比例式でも,モ デルあるいは類比の本質的構造が捉えられている, とも言え

る。 しかし,○ =MOMの 表現は,現代代数学とつながることによって,さ らに一層複雑な,複

合的な構造を表現する可能性につながってお り,比例式表現よりも優れている,と 言える。夕1え

ば,現代代数学においては,0=MOMに 相当する図式表現が,関数関係の構造図として頻用さ

れてお り,O=MOMは ,一気に代数学の世界に入ることを可能にし,現代代数学の英知の恩恵

を享受することを可能にする。

O=MOMに おける「同一性」と「差異性」について触れた。人間の (世 界〉における「同

一性」と「差異性」を産み出す「同一化」と「差異化」の意味については,人間の (世界〉の特

有性という観点から論じている次の現象学者による一文が鋭く急所を衝いている。そして,以

下の論述の理解を助けるためにも,是非ここで紹介しておかなくてはならない。「・……生物学的

(環境〉と対比して,人間に特有の く世界)と は,何であろうか。/………一般に動物は,多少の幅
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はあるにしても狭い現在を生きることしかできず,し たがって現に与えられている環境に閉じこ

められることになる。そこには過去も未来もないのである。……ところが,… …人間は,記憶や

予期の働 きによって,過去や未来という次元を開くことができる。もっと正確に言えば,現在の

うちに,あ るズレ,差異化 (デ リダの言う 〈差延 (デ イフェランス)〉 )が起こり,そ こに過去と

か未来と呼ばれる次元が開かれてくる。そうした次元へ関わる関わり方が記憶とか予期 とか呼ば

れるのである。そうすることによつて人間は,現に与えられている環境構造のうちに生きながら

も,そ こにかつて与えられたことのある環境構造や,与 えられうる可能な環境構造を重ね合わ

せ,それらをたがいに切り換え,相互表出の関係におき,そ うすることによって,それらさまざ

まな環境構造のすべてをおのれの局面としてもちながらも,けっしてそのどれ一つにも還元され

ることのないような参照項Xを構成して,現に与えられている環境構造をそのXの もちうる可能

な一つの局面として受けとることができるようになる。/こ うして人間は,動物のように自分の

生きている環境構造をそれしかないものとして受けとるのではなく,他にもありうる環境構造の

可能な一つとして捉え,いわばそこから少し身を引き離すことができるようになる。その参照

項Xが 〈世界〉と呼ばれるのである。したがって,(世界)と は,さ まざまな環境構造を相互に

関連させることによって構成される高次の 〈構造〉だと言えよう。」 (木田元著,1993年 ,85-86

ページ,強調は引用者)

以上の引用文では,時間による同一化と差異化について述べている。しかし,さ らに,人間の

生きられた世界の豊饒化は,時間のみでなく,空間により,他者によっても,さ らには,想 f象 に

より,象徴によっても,も たらされうる.こ の観点からすれば,われわれの (SIR STOP〉 原理

は,人間の 〈世界)の豊饒化の原理である,と も言えるであろう。また,上記の引用文の中の

「かつて与えられたことのある環境構造や,与えられうる可能な環境構造を重ね合わせ,それら

をたがいに切り換え,相互表出の関係におき」とあり,「 さまざまな環境構造を相互に関連させ

ることによって」とあるのは,O=MOMに 集約されている原理を述べているもの,と 理解する

こともできる。

こうして,「 AノB」 ,「R ST」 ,「○=MOM」 と,Hcidegger現 象学とが,図 らずも,引用文で言

われている「相互表出の関係」に置かれることになり,次第に,豊饒化された高次の構造をもつ

〈世界X〉 力`現出しつつある。この感覚を共有していただけるであろうか。もちろん,われわれ

の探究は,さ らに歩を進め,「 SR STOP ctc」 原理へ,さ らには,「RIP SIR STOP ctc」 へと歩を

進めなくてはならない。道は未だ遠い。

さて,こ こで再び,寄 り道から本道に立ち戻る。そして,先の 〈R ST etc)原 理の探究に続い

て,順序かい,次の (RTO etc〉 原理の探究の道に入る。

(RTO etc〉 原理 この原理は,現実世界 (R)|こ おいて,時間 (T)と 他者 (O)と が,相互に,
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交換可能であり,変換可能であり,相補的である, ということである。

言い換えれば,時間経験 と他者経験は 〈etc)で あ り,相互に 〈friendly〉 である,と いう原理

である。

日常生活においてさえ,こ の原理は広 く気づかれている。

教育実践者 。斎藤喜博 (1911-1981)の よく知 られた短歌,「未来そのものが今 日の前にゐる

のだとこの子らをみていう人のあり」は,教育実践に携わる実践者として,現在という瞬間にお

ける「他者としての子ども」を,現在からみた「未来そのもの」とみて,教育の仕事の意味を直

観 し実感するという趣を備えている。同様に,老人をみて,「 過去そのもの」と感じる場合もあ

りえよう。

あるいは,ま た,「他者とは襲いくる未来である」というある哲学者の言葉 もまた,他者の他

者性に,その自己との差異性に,衝撃を受ける経験が,実は,他者経験であると同時に,時間経

歌であることを,鋭 く表現 しているものと思われる。現在の時点では,自 らにとって未知を経験

させる他者性を備えた他者の世界は、その未知の世界が,未来のいつの日か,自 らにとって既知

の世界として経験されることになる.と いう意味でも.そ の他者は,自 らにとって未来なのであ

る。「過ぎ去つた未来」という象徴的な言葉は,こ こでも鮮やかに生きてくる。

例えば,「子ども叱るな,来た道 じゃ,年 よりきらうな,行 く道 じゃ」という言葉はよく知ら

れている。この言葉は,他者と時間を空間に写像 して同時に詠っている。「子 ども」と「老人」

という「他者」が,恐 らく,青年あるいは壮年の人間にとつて,自 らの人生の過去と未来という

「時間」を,日 に見える仕方で,眼前に示 している,と いうことへの驚きに満ちた気づきと,発

見された洞察を表現 しているものであろう。 しかも,そ の生涯を,(R ST ctc〉 原理において見

たように,空間的な「道」として,あ るいは,暗黙のうちに,空間と時間を統合する「旅」とし

て捉え,象徴的に表現 していることが注 目される。

また,例 えば,高齢者である「悦惚の人」 (有吉佐和子)は,そのような状態が自らにも到来

することを予期できる人間にとつては,現在の時点において,い わば先取 りして,眼前に,自 ら

の未来の世界を生きて示 して くれている人間となる。その意味で,「悦惚の人」である「他者」

は,時間的には,自 らの「未来」なのだ。

「時間と他者」を書名とした哲学者レヴィナスの小論集中の「時間と他者」と題する小文には
,

次のように書かれている。「未来との関係,現在における未来の現前は,やはり他人との向かい

合いのなかで実現するように思われる。向かい合いの状況は,時間の実現そのものである, とい

うわけだ。現在による未来に対する侵蝕は,単独の主体の所業ではなくて,間主観的 (相互主観

的)関係なのである。時間の条件は,人間同士の関係のうちにない し歴史のうちに存在するの

だ」 (レ ヴィナス,1986,73)。 例えば,「他者の葬儀」は,「 自らの葬儀」の「現在における『未

来の現前』」なのである。
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同様に, ヴォーボワールは,そ の著『老い』 (1972,下 )に おいて,われわれより年長の人た

ちが死ぬ場合,「彼らが彼らとともにもち去るのはわれわれ自身のi且去なのだ」 (同 書,434)と

も,「私の歴史に立ち並んでいる『死者たちの記念碑』,そ のなかに葬られているのは私なのだ」

(同 書,435)と もいう。また,「 息子が家業を継ぎ,孫がまた継ぐ,と 期待できた社会」では
,

「彼がそのなかに自己を客体化した所有地あるいは企業は無限に存続すると思われた。彼はその

なかに死後もいきつづけ」(450)る ,と 書いている。他者によって,彼の死後も生きられる未来

という時間が,若い他者によって生きられることが確信をもって予期される限りにおいて,彼の

投企は,自 らの「死の彼方に位置する目標を目指すこと」(449)が可能となるのである。われわ

れにとって,他者は時間なのである。

また,Theunissen(1984/1977)に は,他者と時間の関係の問題を考察している研究者として
,

Husscrlと Bubcrが挙げられている。例えば,Husscrlに おける「共感」(cmpatけ )に 関わつては
,

「もし私が或る以前の経験を想起するとき,私は私自身をその経験を持った私に戻すことになる。

その場合,私は私自身をこの 1超 越的な1他者の立場に共感的に置 くことになる」 (Theunis―

scn,153)と いうことで,時間と他者の関係が明示化される。また,Bubcrの 対話哲学において

は,「 基本語『我とそれ』 (I―It)に おける『それ』 (It)は ,過去をもつのみで,(prcscnting and

PreSCrvingと しての)現在はもたない」(308)と され,「 汝とそれ」(ThOu and lt)の 差異は,「現

在と過去」という時間性の差異として解き明かされる。さらに,対話においては,他者である汝

が,「 私に対して,未来から出て来るが故に。私は,こ の (現在の)時点で,彼に対して何かを

しなくてはならないのだ」(310)と 説いている、と紹介している。

以上のように,他者と時間に深い関係が在るということは,多 くの哲学者によって豊かに解明

されている。問題は,他者,時間,空間と人間 (自 己)を ,どのような相互関連において,統合

的,体系的かつ統一的に捉えるかが,問題なのである,と 私は理解する。例えば,イ ンガルデン

の小論「人間と時間」(1983)は ,人間と時間の問題を, リアリズムとイデアリズムの論争の脈

絡に置いて,論じている。それらの詳細は,こ の本稿の射程を遥かに超える大問題である。

次に,〈R OP ctc〉 原理の探究に移る。

(R OP etc〉 原理 この原理は,現実世界 (R)に おいて,他者 (0)と パーソン (P)と が,相

互に,交換可能であり,変換可能であり,相補的である,と いうことである。ここで,こ の場

合,PcrsOnを 他者で無いPcrsonと して,「 自己」としてもよい。いや,し かし,PcrsOnは ,総て

がそこから発するところの源泉としての「私」,「 自己」として,理解すべきであろう。そして
,

そのように,「 自己」に言及するならば,本原理は,他者経験と自己経験は (ctc〉 であり,相互

に 〈■icndly〉 である,と いう原理である。より限定された意味では,他者理解と自己理解は,

相互に (ctc〉 であり,相互に (fricndly)で ある,と いう原理である。これは,人間について深

い理解を内包する総ての心理学の原理である,と 私は思う。詳細を述べるならば,膨大となるで
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あろうし,逆に,広 く自明あるいは当然とされているならば,詳細を述べる必要は無いかもしれ

ない。

私/自 己 (P)が ,(い ま,こ こ)に在るとき,他者0は ,私の (い ま, ここ)と は時間的空

間的に異なる (そ の時,其処)に在ることができる。R(現実世界)においては,私は,私の

(い ま,こ こ〉を離れることができない。〈いま,こ こ〉は,常 に,私 を提えて離さない。他者

は,そ れぞれの 〈いま, ここ〉を生きながら,その 〈いま, ここ〉は,私の (い ま, ここ)と は

異なる,その他者にとっての くいま, ここ)である。それゆえ,私が,(い ま,こ こ)か ら離れ

ることの代わりに,私の (い ま,こ こ)を離れている他者の (そ の時,其処〉での経験を,何 ら

かの仕方で,「知る」ことをもって,私の 〈その時,其処)で私が経験することの,代わりとす

ることができる,こ れが,〈R OP〉 原理である。

もちろん,私の経験は,他者の経験によって,完全に代置できるはずはない。しかし,ま た,

その代置の可能性こそが,人間のコミュニケーション.教育活動を支える原理でもある。Schutz

(1973)の社会学では,こ の問題が,OP間のPerccptiOnに 関するだけでなく,OP間のActiOnの

〈ctc〉 に関しても,詳細に展開されている。拙著 (1995,110-H2)に その一端を紹介しておい

た。また,他者理解と自己理解における「説明と理解」については,拙稿 (2005a)に 展開して

ある。

リクール (1996)は ,『他者のような自己自身』で,他者問題を多面的に豊かに展開している。

(R OP)の 詳細な展開を企図するに当たっては,「 自己自身のような他者」と「他者のような自

己自身」との「弁証法」を主軸にすることが,考えられる。

この 〈R OP ctc)原理もまた,日 常生活においては,既に広く認められている。実際,「他者

は自己の鏡」であり,し たがって,「 自己は他者の鏡」である。また,「人こそ人の鏡」とか「他

人の振 りみて,わが振 り直せ」という諺は広く用いられている。「わが振り」は,直ちには,我

には見えない。さらに,し かし,「われわれは,ひっきょう自分の背たけに合わせてしか他人を

判断できないのである。自分の心が成長するにつれて,他人が偉大なら,その偉大さもつかめる

ようになる。」(波 多野完治,1990,198)と するならば,われわれは,他者との出会いによって
,

自己超越を促されることになる, と言える。

〈OP)の 間の関係は,R.D.レ インの『結ぼれ』や『好き,好 き,好 き』の世界に鮮明に示さ

れているように,Pが 0を知るだけで終わる一方的な関係だけではなくて,Oの世界とPの世界

の間で,限 りなく繰り返し相互に映しあう,二枚鏡を向かい合わせたような双方向的な関係でも

ある。そのことも,〈R OP ctc〉 原理には合意されている。

また,例 えば,教育研究の分野では,時間的な代置は,教育史学 (各国教育史,世界教育史,

日本教育史など)と もなるし,空間的な代置は,(国際)比較教育学 (日 米比較教育研究など)

ともなる。他の分野でも,基本的には,同様である,と 言ってよいであろう。
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また,時間的次元で,過去の歴史からどのように学ぶかについて,渡邊二郎 (1999)に よる鮮

やかな解明により提示された「三つの歴史観」,す なわち,「 超越的歴史観」,「内在的歴史観」,

そして,「実存的歴史観」の対比が想起される。この対比は,個 人としてのPcrsonが,他者0の

「歴史」に如何に学ぶかについて,三つの可能性の好範例となっている。なお,ニ ーチェの『生

に対する歴史の利害』での「骨童的歴史」,「批判的歴史」,「言己念碑的歴史」を論じた実存的歴史

観と,個人の実践記録からの「学び」との間の関連付けが,つ まり (R OP ctc〉 原理が,個人で

ある授業実践者・武田常夫の実践記録に即して具体的に成されている業績 (小森健太郎,1992)

において,既に実現されていることにも,こ こで言及しておきたい。

三つの二者間原理の結合による,残余三つの二者間原理の実現

さて,以上の三つの原理が,何 らかの仕方で,仮に納得されたと仮定 してみよう。すると
,

(etc〉 の遷移性を認める限りにおいて,伝 STOP)の 残 りの七つのうち,S,T,0,Pの 異な

るもの二者間についての原理三つもまた,納得されるはずである。なぜな場ば,(ST),(TO),

〈OP〉 について 〈ctc〉 原理が成立することで,(PS〉 が同様に成立することが,納得されるであ

ろう。なぜならば,〈 ctc〉 であることで,数学で言う“commutativc law"(交 換則)「 らしきもの」

が成立しており,し たがって,S⇔T,T⇔ 0,O⇔ P,で あるから,P⇔ Tであり,かつ,P⇔

Sで ある。さらに,以上から,0⇔ Sで あることも,導かれよう。したがって,上記の (ST),

〈TO〉 ,(OP〉 が承認された段階で,(PS),(PT),(OS)の 三つも,間接的にではあるが,同時

に,承認されることになる。もちろん,そのような間接的な関係としての原理に留めなくてはな

いない本質的な理由はない。ただ,紙幅の関係で,簡潔にしたいと考えるだけである。以上によ

り,残余の三つの原理については,簡潔を旨として,簡単なコメントに留めるよう努めたい。

残余三つの二者間原理の支持を示唆する諸文献と諸事実

〈R PS etc〉 原理 この原理は,現実世界 (R)に おいて,パーソン (P)と 空間 (S)と が,相互

に,交換可能であり,変換可能であり,相補的である,と いうことである。これも,日 常生活に

おいて,例えば,私が成長するということは,多種多様な立場を経験して,多種多様な視点を採

れるようになるということである,と いう智恵として,周知されている。例えば,心理学の世界

で周知の,Jcan Piaget&Bacbel lnhelder(1963,209-246)|こ よる,児童の自己中心性の発達を

露わにするとされる,周知の「三つ山問題」 (“Thrcc Mountains"problem)は ,空間的な位置によ

る視点の差異とそれに伴う風景の差異を,Pが ,固定 した位置に居たままで,感得できるかどう

かを,つ まりPの心理的成長変化を,露わにすることから,成 り立っている。自己中心的な幼少
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時ではこの課題を解 くことは困難である。 しかし,自 己中心性を脱 した子どもPは ,定位置に固

定的に留まりながらも,座 してなお,仮に異なる空間的位置に移動 した場合に変化 して見えてく

るはずの「三つ山」風景を,正 しく「見る」ことが出来るようになる。これはPの「世界内存在」

に起こる変化である。言い換えれば,Pの 変化とSの変化を,現実世界において,(R PS ctc)と

して実現 している場合である,と も言えよう。

また,Pが現実に空間的移動を実現するには,時間Tの経過を必要とする。そこで,空間 (S)

と時間 (T)の変化を,時間の経過を最小限にするには,少なくとも今日の技術的社会において

は,異 なるそれぞれの空間的位置に在る他者 (O)で,代置することも出来る。その場合,(R

TO ctc〉 を活かしているし, また 〈R OP ctc)も ,同 時に,活かしている。ただし,P自 らの空

間的移動ではなくて,それぞれの位置に在る他者0に とっての風景を問題とする場合は,〈R OP

ctc〉 としての実現である。たとえてみれば,(S,T)世界一周旅行による,空間 (S)の変化と

時間 (T)の経i畳 により,パーソン (P)の視野の拡大により形成される多面的な「日本観」と

(0)世界諸国在住の他者 (Os)と の交信により形成される多面的な「日本観」との差異性と同

一性に類比的である。それは,し たがってまた,(R PT ctc)であるとも理解することもできる。

こうして,こ の単純な「三つ山」問題の場合において,STOPの相互互換性が,図 らずも如実に
,

露呈されている。

〈R SO etc)原理 この原理は,現実世界 (R)に おいて,空間 (S)と 他者 (0)と が,相互に,

交換可能であり,変換可能であり,相補的である,と いうことである。これも,日 常生活におい

ても,私が立場を変えて,他者の立場をとれば,つ まり私が他者の占めている空間を占めるよう

になれば,他者の世界が経験される,と いう知恵として,知 られている。「立場」とか「視点」

いう言葉は,Sと 0と の互換性を,暗黙に表現している。高い火の見やぐらに立った他者に,「そ

こから何が見えるか ?」 と,下かい問いかけて,周囲の状況を知るのは, この原理が日常におい

て用いられている事夕1で ある。

〈R TP ctc〉 原理 この原理は,現実世界 (R)において,時間 (T)と パーソン (P)と が,相

互に,交換可能であり,変換可能であり,相補的である, ということである。これも,日 常生活

において,私の生涯における変化は, まさに時間による経験の変化によるということは,周知の

ことである。「人は時とともに変わる」。仮に,時間を逆行が可能だとするなら,時間を戻せば
,

私も幼児になる。そして,時間の経過により,青年は老人となる。

〈R SttOP〉 自己内移行と自己関連化

下位原理 :SS,丁丁,00,PP,そ の意味と構造

つぎに,〈R STOP〉 において,S,T,0,Pそ れぞれの自己内写像とも言うべき,二者関
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係 (あ るいは,一者関係)について,極 く軽く触れておく。これらには,(SS〉 ,〈TT〉 ,〈00〉 ,

〈PP〉 の四種がある。

(R SS etc〉 原理 :現実世界Rに おいて,空間Sか ら空間Sへ の写像は,例 えば,S.ハ ヤカワ

(1951)の説いた「現地と地図」の関係に見られる。設計図と建造物の関係もそれである。その

〈ctc〉 は,日 常生活での普及からして,改めての力説は,不要であろう。

〈R TT etc〉 原理 :現実世界Rにおいて,時間Tか ら時間Tへの写像は,遍在している。例えば
,

「秒分時間,日 月年」などの普遍的単位の確立により,日 常生活は,ま さに,〈 R TT etc)原理の

上に,営 まれている, とも言えよう。また「古代ローマ史」を現代日本において読む人々が増え

ているのは,歴 史趣味が普及し歴史知識への欲求が高まっている,と いうようなことだけではな

いであろう。古代ローマ史に近現代史を映し出し,今 日の日本と世界への全体的な理解を深化さ

せることへの欲求が高まり広がっている,と いうことであろう, と理解される。

上記の二原理と関連して,William Blakc(1757-1827)の 次の詩が示唆的である。

“TO scc a WOrld in a Grain Of Sand/And a HefⅣ cn in a Wild F10wet/H01d lnflniw in the palm of

yOur hand/And Etcrniり in an hOur."

これは, まさに,〈R SS etc)と 〈R TT etc〉 を詠ったものと言える。

〈R00 ctc〉 原理 :現実世界Rに おいて,他者Oと 別の他者0と の間の (ctc〉 は,Pに とっての
,

交換可能性,変容可能性,相互補完性として,日 常的に実践されている。例えば,「三人寄れば

文殊の知恵」とは,他者たちの相互補完性を表現している,と も理解される。

〈R PP ctc〉 原理 :現実世界Rに おいて,P(Pcrson,私 ,自 己)からPへの写像は,例 えば,時

間を隔てて,あ るいは,空間を隔てて,PcrsOnの 自己同一性に基づいて,行われている。

人間実存の時間性を思えばよい。人間は,時間の流れに沿って。常に自己克服と自己超越を重

ねて生きていく。それは,時間の流れの中で,危 うく自己同一性を維持しつつ,限 りなく自己写

像を積み重ねて行く,と 想像し,(R PP ctc)を ,写像してもよいであろう。

以上は,すべて,R世界,す なわち,現実世界における,STOPの 相互関係についてであつた。

そして,こ れが総ての基本である。しかし,STOPは ,人間により,現実世界だけでなく,想像

世界 (Imaginar/1rrcal World)お よび象徴世界 (Symbolic World)に おいても,経験される。

(Sノ月)について

「現実界 (R),想像界 (I),象 徴界 (S)」 を,独 自の意味において,唱 えているのは,Jacqucs

Lacan(1901-1981)で ある。私は,1980年 に,米国Duqucsnc大 学で初めてラカンの著作に接す

る機会を得た。 しかし,そ れ以来,私のLacan理解は,残念ながら少 しも深まらず,未だ甚だ浅
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いものに留まっている。そこで,Lacanの 独自の意味体系 (新宮一成,1995,190-204)を ,将

来,こ こでの構想に重ね合わせることが出来るかどうかは,現在の私には不明である。ラカンの

象徴界,想像界,現実界の三者の区分は,相互の差異化が斜になっており不協和を起こすように

も,現在の私には感じられる。例えば,(表現界,想像界,知覚界)な ら,幾分,意識経験に即

して, よリー元的な区別になるかなとか,あ るいは,(象徴界,虚構界,現実界)がよいかな,

などと考えたりもする。しかしここでは,素朴に,一般的な意味で,曖味さを残しつつ緩やか

に,こ の三界を定立し,こ れまでの 〈R)(現実界)のみに狭 く限定されていた くSTOP〉 構造ヘ

の洞察を,広 く 〈SIR〉 (象徴界,想像界,現実界)に拡大することに主力点を置くこととする。

〈R〉 (現実界)は “The Livcd― wOrld of realitics"で あり,主体Pに よって,「現実である」と信じ

られている世界である。(R STOP etc)原 理で,展開した。

〈0(想像界)は ,“Thc Livcd― wOrld of lrrca1/1magcゞ であり,主体Pに よつて,「想像された非

現実の,虚構の,世界である」と信じられている世界である。想像 (Imagination)に は,自 分自

身の現実の想像経験の現象学的解明を行っているCasey(1976)に よれば,Imagining(事 物現象

の想像),Imagining― that(事態の想像),Imagining― how(経験の想像)の三種が,区別されると

いう。しかし,本論の脈絡では,想像が,如何なる多種多様性をもたらすか,ま た,それが,他

界とどれだけ豊かな関係を結べるか,と いうことに力点をおきたい。そして,そ のように考え

ると,後述するRIPと の関連で,現実性 (R)の延長あるいは拡大に留まる想像と,可能性 (P)

の可能な限りに自由な展開としての想像とは,根本的に区別されなくてはならない。とすると
,

想像界は,単に「想像」によって産み出される世界であるというだけでなく,む しろ,現実界を

想像界の可能性のうちの一つの実現として捉える見方が,一層重要になってくる。わかりやすい

卑近な類例として,JCan Piagctの 具体的操作段階から形式的操作段階への移行を想起し,挙げる

ことができる。前者では,可能性は,現実性から手探 りで,現実例を延長し拡大することで見出

されて行く。これに対して,後者では,現実性の解明に基づき,現実性から一旦離れて,考えう

る総ての可能性を論理的かつ悉皆的に展開し,現実をその可能性の中の只の一つとみなす境地に

到る。上記の重要な見方に必要とされる移行は,こ の移行に類比的でもある,想像界における,

現実に密着した想像と,現実を超えて自由に飛翔する想像との区分が必要となる。すると,現実

界から「現実に即した想f象 界」,さ らに,「 現実から飛び立って自由に飛翔する虚構界」への移

行が必要になってくる,と いうことになる。それでこそ,人間にとって可能な世界を覆い尽 く

すことに近づけるであろう。ここでは,想像界を,単なるImaginationの世界に留めず, さらに,

Imaninar1//1rrcalで ,「lctitiousな 世界として,つ まり,“IF"あ るいは“AS― IF"の 世界として想定し

ておくことにしよう。このことは,人間存在にとっての「虚構」の意味の重大性に,常に留意す

ることを促すことになる。「虚構」の問題の一端は,拙論 (吉 田章宏,2005B)に おいて触れた

ことがある。虚構とは「現実をふまえ,現実をこえる世界」であるとする西郷竹彦の思想 (2005,
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9)に大いに学ぶべきである,と 私は信じている。なぜならば,「 虚構によつてしか人生のふか

い意味をとらえることはできない」 (西郷竹彦,1991,154)か らである。

(S〉 (象徴界)は ,“Thc L市 cd―world Of symb01s"であり,主体Pに よって,「象徴の世界である」

と信 じられている世界である。ここで, シンボルは,S.ラ ンガーが Fシ ンボルの哲学』 (1960)

で採 り上げているように,記号,絵画,言語,神話,イ コン,音楽,芸術,数学,………などな

ど,極めて広い意味で,捉えておくことにする。ランガーの「関係を図解する代わりに,それら

に命名するという工夫は,言語におどろくべき活動範囲を与える」(同 書,88)と いう言葉は,

私にとって,啓示的であった。

シンボルは,「 見えないもの」を「見えるもの (聞 こえるもの,感覚 。知覚・表象できるもの)」

に変換する。変換されたことにより,人間は,シ ンボルを,見たり,感 じたり,考えたり,そ れ

に対する一定の行為を行 (お こな)っ たり,それに成つたり,それを生きたりすることが出来る

ようになる。そのようなことを実現するための媒体の働きをする役割を象徴界は担っている。例

えば,「 こころ」は,「 こころ」という言葉自体を初め,無数のシンボル無しには,それについ

て,そ もそも語ることさえできない「見えないもの」である。例えば,大乗仁、典宝積経は,「 こ

ころ」を多数の巧みな比喩によって,象徴によって,「見えないもの」を「見えるもの」として,

彩り豊かに,その特徴を1/1え て語っている。

現実世界Rで成立していた 〈R STOP etc)は ,こ こに到って,〈SR STOP〉 として,拡張さ

れて立ち現れることになる。

すなわち,〈SIR)の (S),〈♪,彼〉のそれぞれには,こ れまで検討してきた 依 STOP ctc)

と同様に,(S STOP〉 原理。および,(ISTOP〉 原理,が成立している,と いうのが,GR
STOP ctc)原 理である。

(S STOP)原 理,お よび,(ISTOP〉 原理それぞれを,(R STOP)と 同様に展開することは
,

余りにも膨大になりまた煩雑になるので,割愛する。〈R STOP)を ,〈○=MO'M)の 原理によつ

て,写像することの可能性を指摘することで,こ の割愛を弁護し弁解しておくこととする。そ

して,以下の議論では,(S),〈♪ および (R〉 の象徴的記号で,そ れぞれに,(S STOP ctc),(f

STOP ctc〉 ,お よび,(R STOP ctc〉 を,表現することとする。

なお,付言しておきたいことは,〈s),(D,(R)の 三者の間には,次のような。ゆるい類比

的対応関係が見いれる。すなわち,(R〉 :RealiヴGeschichtc(現 実の出来事としての歴史),(S〉 :

Redity―Symb01/Hお tOric(現 実の出来事を語ったものとしての歴史),(D i lmaginary― Symboy

ROman:(想像により創作された虚構としての歴史小説)と いう相互対応関係である。ここで注

目したいのは,〈⇒ が歴史理解を豊饒化する働きである。言うまでも無く,(Dは ,(R〉 と決

して混同されてはならない,い や,伝〉からは峻別されるべきであろう。しかし,そのことは,

(S〉 と (Dが,(R)と 並んで,人間の経験の豊饒化において重要な貢献をすることを,い ささ
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かも否定するものではない。例えば,塩野七生は,「歴史はまさに人間学の宝庫」として,歴史

に学ぶさいに「大事なのは『歴史のif3を 持つことです」とも,「『ifの活用』で想像力をもって

歴史を考えることが,ひいては現代社会を考える上での指針になる」(2007,127)と も,記 し

ている。「歴史のif」 はいわば 〈R〉 と 〈め の共通部分である。そして,(Dは ,さ らに遥かに

広大な世界である。〈iDは ,(imaginary/irrcal〉 (想像的・虚構的)と 〈ictual〉 (事実的)の組み

合わせのようにも映ってくる。つまり,〈iDは ,(imagincd facts〉 (想像された事実)あ るいは
,

(imaginativc Lcts〉 (想像的事実)であろうか,な どと思ったりもする。いずれにせよ,「歴史の

if」 は,現実的事実 (rcal ttcts)の 延長上にある。

〈Stt etc〉 の世界間移行と相互関連化,下位原理 :St梶 月S その意味と構造

次に,〈R STOP〉 における (S〉 ,(T),(0〉 ,〈 P〉 相互間の 〈ctc〉 関係と同様に,体R)にお

ける.(S〉 ,(D,(R〉 相互間の 〈ctc)関係についても,触れておかなくてはならない。

〈sr etc〉 原理 :〈S STOP ctc)と 〈I STOP ctc)と が,相互に 〈etc〉 である,と いう原理である。

(S〉 (象徴世界)は ,「 見えないもの」を「見えるもの」にする。(R〉 (現実世界)に おいては
,

当初は,不在なために「見えないものJと なっている存在物を,象徴 Sに よつて,「見えるもの」

にする,と 言う仕方で,Sが現れるcベルリンに行っていてパリには不在の人物ピエールを,写

真によってパリで想起するなどである。しかし, さらに,そ の人物が仮に亡 くなった場合も,や

はり,Sに よって「見えるもの」とすることが行われる。さらに,空想や想像によって虚構 とし

て創造された人物 も,やはり,Sに よって「見えるもの」とすることができるようになる。そ し

て,さ らに,(S〉 は,現実には存在しない (D(虚構の世界)を想像して創造することをも,可

能にする。ある小説についての谷崎潤一郎 (1958/1934)の言葉がある。「私の青年時代の作に

『麒麟』と云う小篇がありますが,あ れは賞は,内容よりも 限 麟』と云う標題の文字の方が最

初に頭にありました。さうしてその文字から空想が生じ,ああ云う物語が発展したのでありまし

た」(70)。 この場合,『麒麟』というSが,あ る虚構の物語世界を想像させ創造させたのである。

こうして,Sと Iの 関係は,「見えないもの」を「見えるもの」とするという関係の場合から,「見

えるもの」が「見えないもの」を想像させ,創造させる,と いう関係の場合まで,広がっている

ことがわかる。

〈S〉 と (Dの 共謀により,「 虚構の時間」〈fTT)も 構成されうる。例えば,川 端柳太郎

(1978)に は,次のような紹介がある。「1902年かい35年 までの33年間にわたる主人公アントニー

の日記や覚え書風のものを,ま るで,扇風機で吹き飛ばしたうえ,それらを子供にアトランダム

に拾わせてまとめたように構成されている。しかも,読者は,日 付の順を追って読むことは許さ

れず,や はり第一頁から順に読まなければならない。」(234-235)こ れは,現実には存在しえな
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い,「 アトランダム」な「虚構の時間」が,小説と言う 〈S〉 (虚構世界)に おいて,創造される

可能性が,実現されたということであろう。「虚構の時間」が「虚構の空間」において創造され

表現される事例としては,よ く知られたダリの抽象絵画「記憶の浸透性」を挙げることができよ

う。

そうなると,一人の芸術家において,一種類の (S〉 に限定されている場合と,二種類の 〈S〉

を駆使できる場合との対比が気になってくる。SOrcll,Waltcr(undatcd)は 大著であるが,その中

で,「 文章を書 く画家」,「 絵画を描く作家」,「文章のみの作家」,「 絵画のみの画家」と,それぞ

れの場合の天才について,詳細かつ具体的に論じている。天才作家ゲーテは絵筆も持った。 ドス

トエフスキーは文章のみで仕事をした天才作家であった。ここに,巨大な問題が在ることを,教

えられた。

Mackcllcr(1957)も Arnhcim(1969)も ,主 として,〈 SI ctc〉 原理をめぐって展開されている

優れた楽しい著作である, と私は理解している。

〈IR etc〉 :〈I STOP ctc)と 〈R STOP ctc〉 とが,相互に (etc)で ある,と いう原理である。前述

の「歴史の if」 の重要性の指摘は,現実の可能性の拡大としての 〈D(想像界)の意味を夕1証 し

ている。さらにまた,「事実は小説よりも奇なり」とか,常識な意味で「芸術は現実を模倣する」

のみでなく,ワ イルドの言葉だったと思うが,「 現実は芸術を模倣する」とか,(D〈 R〉 相互間

の密接な関係を示唆あるいは指摘する様々な言葉が多くある。ことに,(Dを ,人間研究におい

て,単なる無駄な「遊び」や「戯れ」としか捉えない偏狭な実証主義あるいは客観主義的科学主

義の無知蒙味に対しては,塩野七生の「歴史はまさに人間学の宝庫」という言葉に加えて,(D

(虚構世界)か らの贈り物である「虚構の芸術はまさに人間学の宝庫」であることを,指摘しな

くてはならない。ここで,精神医学者・村上仁の「精神科にはいったら一,二年,精神医学の文

献なんかよりも, ドストエフスキーを読め」 (荻野恒一,1971,252)と いう言葉,すなわち,村

上に傾倒していた若き日の現象学的精神病理学者・荻野恒一へのアドヴァイスの言葉,を想起す

れば足りる。

〈RS etc〉 原理 :伝 STOP ctc)と (S STOP etc〉 とが,相互に (ctc)で ある,と いう原理である。

これは,例 えば,物理学者や化学者が,その研究活動において,〈 S〉 (象徴世界)での活動を仮

に禁じるれた場合を考えてみれば,(R)と 〈S)の 人間経験における緊密な関係について多言を

要しないであろう。他の領域についても説明は蛇足となる。

〈S′ SttOP〉 の世界内移行と自己関連化,下位原理 :SS,‖,RR,そ の意味と構造

〈SIR〉 において,〈 S〉 ,〈I),(R)の それぞれにおいて,内部での移行,あ るいは,自 己写像

が可能であり,それは,(ctc〉 である。すなわち,0=MOMの構造を実現し,その効果を生む。
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〈SS etc〉 原理 :〈 S STOP ctc)の 内部での移行あるいは自己内写像が可能であり,それにより,

新たな意味と構造が出現する,と いう原理である。〈SS〉 は,〈S)(象徴界)内部での写像であ

り,モ デル化である。広くは,比喩として通用している。比喩については,膨大な文献を注釈つ

きで収録しているShiblcs,Wrarrcn A(1971)が ,私の手元にある。この分野の研究の広大さには
,

眼が眩む。近年の業績には,リ クール,P(1984),滝 浦静雄 (1988)な どが,想起される。本

稿中で前述の,谷崎潤一郎 (1958/1934)『麒麟』の挿話も,SSの事例と考えることも出来よう。

O=MOMの 源泉だったアナロジー,モデル,比喩に関しては,付言しておきたいことが四つ

ある。 1)Millcr Analogy Tcstの ことである。現在はどうなっているか残念ながら私には詳細が

不明であるが,知的能力を見る上で,強力な有効性を持つものである,と の印象を,私は受けて

いる。2)Synccticsのその後の発展についてである。Synccticsは ,類比関係化により,新 しい発

見を促す方法である。JOyce,Brucc/1Veil Marsha(1972)に その魅力的な紹介がある。1980年代以

降の発展については寡聞である。知的能力の開発方法として大いに可能性がある,と の印象を私

は当時受けていた。 3)「 コトワザ」に関しては,庄司和晃の『コトワザ教育のすすめ』 (1987)

が,「 コトワザは論理である,感性的論理である,道理である」という「諺観」に基づく「コト

ワザ教育」を説いて,説得力がある。4)今 日のCルcr社会における「システム構築」の重要な

役割を果たしている“Application System Enginccr"の 仕事の世界において,モ デル的思考,ア ナ

ロジー的思考,あ るいは,比喩的思考が,重要な中心的役割を果たしていることを学んだ (YO―

shida,AkihirO,2000).以 上,言及しておきたい。

〈r etc〉 原理 :(I STOP ctc)内 部での移行あるいは自己内写像が可能であり,それにより,新

たな意味と構造が出現する,と いう原理である。小説が演劇となり,オ ペラとなり,映画とな

る。そこに,音楽が伴奏される。それぞれを支えているのは,こ の原理である。詩も数学も 〈I〉

(想像世界)の性格を備えていることを承認するならば,一―― そして,両者がそれを備えてい

ると私は信じているのだが,すると,一―― 詩と数学の関係を説いた,Buchanan,ScOtt(1962/

1929)に ,こ こで再び言及しておいても良い。

佃R etc)原 理 :傷R STOP ctこ )内部での移行あるいは自己内写像が可能であり,それにより,

新たな意味と構造が出現する,と いう原理である。これは,既 に,〈R STOP〉 原理において論

述しているので,再説は不要であろう。

〈Stt SttOP〉 における遠近法 :そ の意味と構造

さて,(SIR STOP〉 について,一通 りの論述を終えたので,こ の段階で,その「遠近法」に

ついて触れて,述べておきたい。これは, インガルデン,R。 (1983,199-207)で 述べ られて

いる,文学作品における「遠近法」 (perspcctivi7)こ とに,「空間的遠近法」と「時間的遠近法」
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に関する考察に示唆を受けて,その主題化の必要が強く感じ取われたことである。それは,ち よ

うど,文学作品の現実の読者が生きている現実の空間と時間と,文学作品に描かれている作中人

物が,刻 ,々経験しているものとして描かれている虚構世界の空間と時間との,相互関係に関わ

る。錯綜する多種多様な関係の詳説は割愛するが,要するに,作中人物には,その「生きられる

空間」と「生きられる時間」の定位原点とそれに伴う「遠近法」が現れるということである。そ

して,作者による作品の書かれ方と読者による読まれ方によって,そ の作品の「遠近法」,例え

ば,空間的な遠近,あ るいは,時間的な遠近,現在,過去,未来の遠近,は多種多様に経験され

るし,そ こに,多種多様な関係付けのあり方の可能性が生まれる,と いうことである。この問題

は,吉 田章宏 (2006)に おいて論じた文学作品の「理解」の問題とも関わつている。さて,そ

こで,〈 SR STOP〉 においても,〈 SR STOP〉 を生きている主体の在り方により,文学作品にお

ける場合に較べても,な お一層,多種多様な複雑な関係が発生し,出現することは容易に見て

取れる。逆に言えば,主体は, ∝R STOP)の 総てを「一様に」経験することは決してありえな

い。例えば,伝 OP〉 において,他者を時間として経験することは,少なくとも今日の一般社会

の常識を超えている。その経験は,例えば,ボーヴォワールの F老い』に示された卓抜な洞察が

修得されたときに初めて,経験されることになる。それほど,困難な経験である。同様に,(SIR

STOP〉 の示す多種多様な諸経験の,難易性,親近性あるいは疎遠性,必要性などなどが,経験

する主体各人によって異なることも,容易に予期される。例えば,(S OP〉 において,同一化し

理解し易い他者もあれば,そ れをし難い他者もある。また,例えば,〈 S PP〉 において,幼児期

の自己は,同 じ過去に属する自己でありながら,壮年期を生きる主体にとつてよりも,老年期

を生きる主体にとって,遥かに親近性がある,と いう親近性の差異に関する洞察がある。それ

により,主体にとっての「遠近法」にも,何 らかの差異が発生するであろう。こうして,偲R

STOP)の 多 くの原理において「遠近法」の差異が発生することは自明であろう。しかし,文

学作品という限定された世界における「遠近法」の複雑さに照らしても,例 えば (SI ST)の 複

雑さに照らしても,〈SIR STOP)の遠近法の具体相の詳細な展開は,こ こでは到底不可能であ

る。ただ,〈SIR STOP)の具体的な展開に当たっては,(STOP〉 原理のそれぞれにおいて,「 遠

近法」の問題が出現することを指摘して,その展開は今後に期することとしたい。むしろ,体R

STOP〉 原理の働きは,そのように発生する「遠近法」にもかかわらず,多種多様な制約を超え

て,自 由自在で柔軟な経験を可能にすることに,その本質がある,と 考える。

〈Stt SttOP etc〉 原理の機能

さて,こ こで,体R STOP ctc〉 原理の機能について考える。それは,体R STOP ctc)原理は
,

主体が,自 己が世界に立ち向かう経験をする際に,その経験の中でどのような働きをすることが
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期待されうるか,と いう問題である。この問題は,考察の初めにおいて,既に暗黙のうちに論 じ

ていたが,こ こで,改めて,主題化 し明示化することにする。

1)通常は意識化されていない諸関係が,(SIR STOP etc)の 部分的諸原理および全体原理に明

示化されていることにより, この諸原理が意識化されることになり,諸関係を発動させ,活用

することが可能となる。

2)その諸関係は,部分的な諸原理を包含する,諸原理の諸関係の全体 としての (SIR STOP〉

原理として働 くとき,そ の時々,その場その場での,「 我と世界」の経験を,多種多様で大き

な全体の一部として,経験の総体を背景あるいは地平にして,物事を柔軟かつ自由自在に理解

し,そ の理解に基づいて,柔軟に自由自在に,状況に対応 して,行動することが可能になる。

3)経験の本質構造を簡潔に表現 しているので,こ の原理が理解され修得されるならば,「 我と

世界」経験の理解とそれに基づ く行動において,原理に定式化されている本質的で大事な点

を,う っかり忘れて見落としてしまう, ということを避けることが面I能 となる。どこかで読ん

だ,ふ と思い出す挿話がある。それは,あ る時,Husserlが Heidcggcrの 見送 りを受けていたど

こかの駅頭での会話で,フ ッサールがハイデッガーに指摘されて,「 歴史を考えることを忘れ

ていた」と気がつき,そ のように慌てて述べた,と ハイデガーが記録 している挿話である。人

は,そ れぞれの得意とする側面を忘れることは起こりにくいが,不得意とする側面は,不注意

のうちに,視野の外に置かれてしまうということが,起こりうる。ちなみに,フ ッサールは数

学の出身であった。その意味で,原理は,原理に定式化されている本質的な諸次元を,常に使

用可能な状態 (Rcady at hand)に 保つことを可能にする。

4)〈 SIR STOP ctc)が全面的に発動されるならば,「我と世界」に関して多面的かつ重層的な理

解が得られることになり,そ の多面的な理解の間で,多声化と交響化,調和化と響き合いとが

引き起こされる可能性が高まる。それは,一方では,固定的な硬直的な秩序に混沌をもたらす

ことになるかも知れないが,し かし,その結果,柔軟で自由な柔構造の,よ り豊かな新しい秩

序の状態をもたらすことを可能にする。もちろん, この混沌も秩序も相互に相対的である。そ

れは,(ctc)に基づ く,○ =MOMに よる,全体構造の活性化による,一時的な混沌と,よ り

高次で豊富化された秩序であると,理解される。

5)(SIR STOP ctc)原 理は,「我と世界」経験に多種多様な表現をもたらすことにより,忘却を

防止する可能性がある。多様な表現が相互に補い合 うからである。例えば,イ エイツ・フラ

ンセス・A.(1993)『 記憶術』にあるように,時間と空間の間を活発に移行 しながら,空間的

図式として,記憶に留めることにより,忘却の防止を可能にすることが考えられる。これは
,

「脳の活性化」,「精ネ申の活性化」を促す可能性 も高いであろう。

6)偲R STOP〉 原理が活発に活用されるならば,「我と世界」理解の図式は多様化し豊富化す

るゆえに,「 自己理解」と「他者理解」が柔軟になり多面化し,多層化することにより,深 ま
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る。これは,Gadamcrの 指摘する「教養」を豊かにすることを可能にする。

7)(SIR STOP〉 原理が活発に活用されるならば,断片的に散在していた多種多様な,勘や気づ

きや知識や知恵が,相互に関連付けられることになり,既往の経験の総てが関連付けられて
,

統合的に活かされる可能性が高まる。

8)そ うした無数の関連付けの総てではないであろうが,しかし,その多くにおいて,関連付け

の中から「美しいもの」が発見されることになり,新たな 〈楽しみ)と 〈快楽〉が産み出され

る可能性が出てくる。文学芸術における「異化作用」(大江健三郎,1978)も ,そ うした働き

の一つであると考えられる。

9)もR STOP〉 原理が活発に活用されるならば,それは,結果として,現象学でいうところの

「想像自由変更」 (Frcc lmaginativc Ⅵriation)を 発動させることになる。

10)その結果として,こ れまた,現象学でいうところの「本質観取」(竹田青嗣,2004)あ るい

は「本質直観」(Intuition Of Essence)を 実現する可能性が高まる。本論稿の冒頭でも述べたよ

うに,体R STOP〉 原理そのものが,そのような「想像自由変更」を通しての「本質観取」に

より獲得された,人間の「我と世界」の経験に関する,本質的な必然的構造である,と 筆者は

主張する。

11)∝R STOP〉 原理が活発に活用されるならば,「 我と世界」に関する経験を,無数の多種多

様な表現形式で表現することが生じる。たとえば,一つの理解と洞察を,文章,図,比喩,短

歌・俳句・詩,コ トワザ……で表現する。あるいは,数式で表現する。そして絵画で,音楽

で,舞踊で,映画で,オペラで,・ ……などなど,多様な表現形式が動員される結果となる。そ

して,その結果,多種多様な表現形式の間の,準同型性あるいは同型性が,発見されることに

なる。

12)“訳 STOP〉 原理が,複数の人間によって活発に活用されるならば,それら複数の人間の間

で営まれる「言語ゲーム」は,多元化され多種多様化されて,豊饒化される。

以上の結果は,考えてみれば当然の帰結とも言える。なぜならば,空間 (S)と 時間 (T)と

他者 (Othcrs)と 我 。自己・人間 (Person)の 間の関連づけとその間の準同型性 (同 型性)の絶

えざる発見と発明は,相互交流と相互交渉を促すことにより,〈ctc)を実現し,一層 〈fricndly)

なサークルを 〈STOP)の 間に生成することになる可能性を高めるからである。また,世界の下

位世界 〔A.Schutz's“ the nnite provinccs ofmeaning"(Schutz,1973)〕 は,人間経験の意味的な「下

位世界」であるがゆえに,相互に照応する可能性をもっている。そのため,下位世界の間での相

互関連付けに成功すれば,相互に他の表現形式となる可能性が生まれる。そして,相互表現とな

ることにより,(FRIENDLY ctc〉 の働きを実現することが可能となるからである。

〈SIR STOP ctc)原 理の効用は,以上の洞察の誕生過程でも見られた。筆者である私は,実は
,

体駅 STOP ctc〉 原理を活用しつつ,上記の洞察を深めて来ているかあである。「原理の効用」は
,
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抽象的に論 じてみても,理解に苦 しむ読者には,説得力に乏しいかも知れない。自ら生 きてみな

ければ,納得は行かないのである。泳ぎは,水に飛び込まなければ,分かるとも,泳げるとも,

言えないのである。とりあえず,こ こで止めておく。

ところで,時間,空間,他者 (世間),人 間 (現存在)それらの相互関係は,6通 りあること

によって,自 己写像/反映まで含めれば,10通 りあることになる。さらに,SRと 三重化するこ

とにより,30通 りあることになる。さらに,SR三層の合計30通 りのうち,三層をなす各10の 関

係の間の相互関係としては,lo× lo× 10通 り,つ まり,合計1,000通 りの関係が,少なくとも可

能性としては,発生し,存在することになる…… 。こうして,人間経験の重層構造の複雑さは驚

嘆に値することが見えてくる。また,そ のことに気づかない,そ のことが視野に入らない人間理

解は,そ れだけでも皮相なものに留まらざるをえない,と いうことも,当事者の自覚や気づきの

有無に関わらず,鮮明に浮き彫 りとなってくる。気づかず自覚がなく,活用出来ない主体は,そ

れだけ,無 自覚に狭 く彩 り乏しい世界に閉じ込められて生きていることになるのであろう。

以上で,(SIR STOP etc〉 原理に合意されている豊かな内容が説き明かされた。この豊かさで

十分だ,と 思う間もなく,次に,(RIP〉 の呈示と説明に移ることにする。

(RIP Stt SttOP etc〉 原理

上述の 〈SIR STOP ctc〉 原理に,さ らに,(RIP〉 を加えて,原理を 〈RIP SIR STOP etc〉 原

理として,現段階での,原理の表現形式とする。〈RIP)と は,“ RcaLty9 1ne宙 table Necessity9 POs―

sibi■ty"の AcrOnymであり,〈現実性,必然性,可能性〉を表す。必然性を,単純に“Nccessity"と

せずに,“Incvitablc Ncccssiげ 'と しているのは理由がある。「必然性」の和英辞典による英訳語は

“Inc宙tabili7"と “Ncccssiげ 'で ある。〈N〉 ではなくて 〈I)を前面に出した理由は,最初はAcrO―

nymと するための必要であった。が,結果として,「不可避的な必然性」と強調することができ
,

しかも,冒頭に述べたように“RIP"に 「安らかに眠れ」と「暴きたてよ」の両義性を持たせるこ

とができた。で,〈 RIP mendlySR STOP etc〉 を,こ の段階での原理の表現としておく。

〈RIP〉  (Rea‖ ty,lnevitable Necessity,Possibility)につも`て

「現実性の世界,必然性の世界,可能性の世界」という三界 〈RIP〉 は,現象学的心理学者

E.キ ーン (1989,119-121)|こ より提唱されている。

まず,精神病理学者L.ビ ンスワンガーが,患者エレン・ウェス トという現存在が生きる世界

の下位世界として三つの世界を記述していた。その三つの下位世界とは,現存在の運動が,「あ

ゆみ」である「地上の世界」,「飛翔」である「空中の世界」,「爬行」(爪 をかけて這い行く)で

ある「地中地下の世界」,の三つである。「第一の世界が実践の意味での帰趨の全体」を,「第二

の世界は『翼をもった願望』と『最高の理想』の世界」を,「第三の世界は『地中へひきずりこ
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むような』,『気を滅入らすような』,煩わしい,重苦 しい,『欲望』の世界」 (ビ ンスワンガー
,

1959,141-142)を あらわしている, としていた。

そこで,E。 キーン (1989,119-121)は ,ビ ンスワンガーの三つの世界を一般化 し敷行 して
,

次のように述べる (こ こでの記述の順序はビンスワンガーの三つの順序に合わせる)。

第一の「地表に立つことの,あ るいは地表を闊歩することの世界は,実践的な行為の世界であ

る。……,地表の世界では,私たちは可能なるものを取 り上げ,そ れを必然的なるもので調節 し

ていく。また,必然なるものを取 り上げ,そ れを可能なるもので生気づける。」第二の「天空の

世界には,る ろるろの可育ヒ滋が充満 している。限界は存在 しない。時間は走り行き,未来に向っ

て速やかにずつと進む。……理想主義が現実である。……楽天主義のムー ド,ユー トピア的な幻

想の認識……,創造性 と生そのものの自発性を伴って天翔る世界を生み出す。」第三の「地中の

世界の構造は,6ろ るろの必然性の世界である。時間は着々と,止むことなく過ぎ行き,… … 。

人間の自己は重苦 しく,… …,そのムー ドは悲観主義の一種である。墓地の暗さ,墓穴のしめっ

ぽさ,…… ′自、の詰まる閉塞 一―一 場所 もなく,空間もなく,自 由もなく,運動 もない
一

がこの世界を特徴づける。私達は捕 らわれてお り,必然性 という拘束からの脱出は不可能であ

る。……・。」

以上を活かし「現実性の世界 (R),可 能性の世界 (P),必然性の世界 (I)」 を採る。

RIPと いう分節化に関しては,さ らに詳細に探究すれば,他の種類の分節化の可能性 もある

であろう。例えば,ロ ーゼンタール編 『カテゴリー論 下』 (1958)は ,唯物弁証法の立場から

「可能性 と現実性」を論 じている第七章において,「可能性」との関連で,ヘ ーグルにならって
,

「抽象的可能性」と「実在的可能性」の区別とその相互移行,さ %に は,それらと「実在性」,

「偶然性」,と の関連を論 じている。さらに,「実在性」 (rcalⅢ ),「 事実性」 (facticiり 偽Ctuali7)

と「現実性」 (actualり ,rCalⅢ),あ るいは,「潜在的可能性 (デュナミス)」 (potcntialiり などの

相互間の区別と関連づけも,重要ではあろう。 しか し,分節化を精級化すると,それに比例し

て,全体構造が見えにくくなる可能性 も高 くなる。さらに,そ れらに十分な配慮をして論 じるに

は,存在論および認識論の立場を明確にした統一的なカテゴリー論を必須とする。その可能性の

展開と,必然性による選択,そ れ自体余 りにも巨大な課題である。本稿には,残念ながら,その

用意は未だ無い。そこで,こ の (RIP〉 でよしとして,現実性の世界,つ まり,実践の世界を生

きることにする。

〈RIP S′ SttOP etc〉 原理の意味と構造について

〈RIP〉 は,(R〉 ,〈 I〉 ,〈 P〉 相互の間の区別には,「客観的」なものと,「 主観的」なものとが

ある。たいへん大雑把に言えば,Rcalism(リ アリズム)では,(R〉 ,〈 I〉 ,〈P)は ;客観的であ
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り,そ の認識には,相互に取 り違える素朴な誤りや思い込みから,相対的真理を経て,次第に,

客観的真理としての 〈R〉 ,〈 I〉 ,〈 P〉 に近づくことになる弁証法的認識まである,と 構想する。

Idcalism(イ デアリズム)では,〈R),(I),(P)は ,根源的には主観的であり,そ の認識は,ウ

アドクサ (原信念)に 始まり,経験と他者との交流を通して,次第に,相互主観的な信念に発

展する。そして,つ いには,相互主観的な,そ の意味で「客観的な」,超越論的主観性による認

識としての 〈R),(I),(P〉 に到達する,と 構想する。両者の論理的筋道の区別としては,は

なはだ大雑把であるが,以上のように捉えると,どちらにせよ,特定の個人における「主観的」

な (R),(I〉 ,〈P)と ,「客観的」で「普遍的」な 〈R〉 ,(I〉 ,〈 P〉 とは,必ずしも一致しないと

いう点については,信念は共有されている。ちなみに,現代統計学においても,客観的確率を

出発点に置く伝統的統計学と,主観的確率 (sulcCtiVC probabili7)を 出発点に置くベイズ統計学

(BarSian statistics)と が並立している状況があつた。この状況は,上記の対比に対応している。

さて,あ る個人が,それぞれの状況において,例 えば,客観的には単なる一つの現実性 〈R〉

に過ぎない出来事を,そ のまま主観的に必然性 (I〉 と受け取る場合がある。それは,現実を「運

命」と受け取る場合に当たるであろう。また,客観的に必然性 〈I〉 である出来事を,主観的に

単なる可能性 (P〉 と受け取る場合もある。それは,「空を飛べる」と確信して崖から飛び降り

て死ぬ場合などがそれで,落下という必然性のついての「無知」による悲劇である。また,客観

的には一つの可能性 〈P〉 であるに過ぎない出来事を,主観的に現実性 〈R〉 と信じてそれに賭

ける場合がある。当たると信じて数を買うのはそれであろう。このようにして,〈 R〉 ,(I〉 ,(P〉

は,主観的と客観的とがあり,その対応関係が問題となる。ここでは,こ の面倒な問題には深入

りせず,(R〉 ,(1〉 ,(P〉 の間の相互関係を採 り上げ,私の親しんでいるイデアリズムの一つで

ある現象学の立場から,短いコメントを加えておきたい。

57

〈R),〈 I〉 ,〈 P〉 は,現象としては,経験世界

において,相互に循環する。すなわち,「lgllrc

6 RIPに 示したように,現実性 〈R〉 から可能性

(P〉 への移行は,想像によって行われる。現象

学の方法としては,「 想像自由変更」がこれに当

たる。可能性 〈P〉 から必然性 (1〉
への移行は,

直観によって起こる,あ るいは,行われる。これ

は,現象学の方法としては,「 本質直観」 (Spic―

gelberg,1971,676-684),(ジ オルジ,A.2004a,

2004b)あ るいは,「 本質観取」(竹田青嗣,2004)

がこれに当たる。この方法によつて直観された
,

あるいは観取された「本質」は,そ の現象の本質

01

Figure 6  RIP
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として,(P〉 において展開された限りの可能性に共通するがゆえに,必然性 〈I〉 として,現実

性 〈R〉 を理解するための「知識」として働くようになり,そ の後,現実性 〈R)に 働きかける

に当たって,その現象の「本質」として,その価値付け,認識,働 きかけとしての行動,な どな

どに生かされることになる。しかし,こ の現実性 〈R),必然性 (I〉 ,可能性 (P〉 の間の循環は,

決して一度で完了するものではない。この循環は繰り返されて,(R〉 ,〈I),〈P)は相互に次第

に変化して行く。たとえば,必然性 〈I〉 が明らかになることによって,その後の現実性 (R〉

の価値付けも,認識も,そ して,働 きかけとしての行動も,変化する。それに伴い,視野に入る

可能性のある現実性 〈R〉 も変化する。すると,そ こから「想像自由変更」されうる,想像しう

る可能性 〈P〉 も変化する。そして,そのことにより,「本質直観」される必然性 (I〉 が変化し,

それにより,ま た,……。それが,個人における行動と認識の発達の道筋であり,ま た,社会

における常識と技術や研究の発展の道筋であろう。こうして,〈 R〉 ,(I〉 ,〈P)は ,い わば,永

久循環をすることになり,「我 (Pcrson)と 世界」は, ますます豊饒化し,混沌と秩序が相互に

豊かになる。というのが,私の「本質直観」に基づく,(RIP)の循環に関する「本質」である。

さて,二つの構造に共通する結節点としての現実性 (R)が ,(RIP〉 と 僣駅 STOP ctc〉 とを連

結することにより,連結された全体構造として,〈 RIP SR STOP ctc〉 原理が,経験世界の本質

的構造として,出現することになる。

〈RIP Stt STOP etc〉 原理が与えるもの

〈RIP SIR STOP etc〉 原理が与えるものは何か。言い換えれば,(SR STOPetc〉 原理に (RIP〉

が加えられたことにより,何が変化するか,と いう問いである。〈SIR STOP etc〉 原理が与える

もの,その「効用」については既に述べた。では, さらに,(RIP〉 が加わることによって,何

が変化するのか。端的に言えば,〈SIR STOP ctc〉 原理のみの場合は,本田の言うところの参照

項Xと しての「世界」の豊饒化は描かれているが,その豊饒化の発展の方向性は描かれていな

かった。それに (RIP〉 が加わることにより,発展が前進する方向性が得られたことになる,と

いうのが私の答えである。しかし, この発展は,決 して立ち止まることはない。人類が続 く限

り,あ るいは,あ る特定集団が存続する限り,ま た,個人が生きる限り,そ れぞれの (RIP SIR

STOP ctc〉 は,循環を続けながら,前進あるいは発展を続ける。そのように,「本質直観」する。

ただし,〈RIP Stt STOP ctc)原 理が,無自覚的にせよ自覚的にせよ,人間の経験世界において
,

働き続ける限り,と 付言しなくてはならない。貧しく暗く狭い世界に生き続けることも,現実的

可能性としてあるからである。さて,こ の循環運動と発展運動は,二次元的な空間においてイ

メージするならば,OR STOP ctc),相互に矛盾し両立しないように思われるかも知れない。し

かし,高次元においては,両立するイメージが描けるのである。以下にそれを見よう。
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循環運動から螺旋運動へ,二重螺旋運動から多重螺旋運動ヘ

人間の「世界と私」の把握は 〈R STOP ctc〉 ,〈 SIR STOP etc〉 ,〈 RIP Stt STOP etc)に 沿って
,

循環 して深まって行 く。例えば,R世界においては,例 えば,S→ T→ 0→ P→ S→ T→ ……
,

という具合に循環運動する。しかし,こ の循環運動は,同時に,(R STOP〉 → 〈ISTOP〉 → 〈S

STOP〉 → 〈R STOP〉 → 〈ISTOP〉 →……,と いう具合にも,進行する。そしてさらに,(RIP〉

においても,同 様に,上述の循環運動が進行する。これら同時進行する多重的多層的な循環運

動,しかも,それぞれが循環するたびに,一歩一歩と前進する。そのような在り様を,も し空間

的にイメージしようとするならば,平面的な循環運動に,直線的な前進の時間的要素を加えて
,

回帰的循環運動から前進的螺旋運動へと,イ メージを変化させることが,相応しい,と 私は考え

る。すると,螺旋運動は,直ちに,一重螺旋から,二重螺旋へと変身することが, イメージされ

る。螺旋運動全体が螺旋運動を始めるのである。そして,さ らに,二重螺旋は,三重,四重, さ

らに,… ……と,次第に多重的多層的な多重螺旋運動へと前進して発展して行く。それが,人間の

「世界と私」の把握,「世界把握と自己把握」の進化発展,多重化多層化を表現するイメージに相

応 しい。「世界拘束」と「世界離脱」の両傾向,「世界不安」と「世界信頼」の両傾向 (シ ュル

ツ,W■986)な ども,こ の無限に豊饒化し,前進し,発展して行く多重螺旋運動のイメージに

おいて,(RIP SR STOP etc)原 理において,本質把握が成されうる。そのように,私は考える

ようになった。

ちなみに,Scamon(1993,220)は ,異なる世界が融合するにいたる過程を,「循環関係」(The

Rclationship Cyclc)と して描き,そ の優れた現象学的解明を試みている。この循環は,不満,問

い,探索,(他者と出会う),受容の試み,受容,(共に育つ),理解,心遣い (caring)と 循環す

る異世界との融合の過程である,と いう。暗黙のうちに,一重螺旋運動が示唆されている。

多重螺旋運動のイメージの詳細な展開は,こ の小論では,割愛せざるを得ない。

おわ りに

もし,STOPな どの記号による,ま たAcrOnymに よる,象徴化が許されない条件下にあつたと

したい,以上の複雑な構造を簡潔にしかも一瞥のうちに把握 したり表現 したりすることは,ほ と

んど不可能に近かったであろう。その意味では,こ の原理の表現そのものが,こ の原理を活用し

ている,と も言えるのである。もっとも,本稿が,何 らかの積極的な意味を持つことができるか

否かについては,読者の判断に任せよう。私自身による自己批判は,機会を改めてのこととした

い。幻想的かつ空想的,想像的かつ創造的な独自を書 き終えてみて,私 自身には,素的な展開と

なった,と の思いがふつあ、つと湧いてきている。原理について語 り終えた今, この段階での最終
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形式を,も う一度,「呪文」の如くに唱えて本稿を終える。〈RIP■iendly SIR STOP etc MOM)。

謝辞

この論稿は,「淑徳大学大学院研究科紀要」と言う自由で寛容かつ柔軟で肥沃な場を与えられ

なければ,世に出ることも出来なかったはずのものである。まさに,「安らかに眠れ」であると

同時に「暴きたてよ」の呪文 〈RIP〉 によつて,誕生することが可能となった論稿である。こ

こに, このような場が与えられたことに,(S)を もって,謝意を表したい。また,収録 した図

(「lgurc)の 主要なものは,淑徳大学大学院総合福祉学研究科博士課程の岡愛子氏により描かれ

たものである。そのお骨折りに対して感謝したい。

注記

本稿で活用したAcrOnymの効用を私が学んだのは.1960年 当時,東京大学大学院にコロンビア

大学から来日しておられたBcredy教授の比較教育学の講義においてであった。戦時中,実戦に

参加し数奇の運命を辿つた教授が,講義ノー トなしで,数々のAcrOwmを 手がかりに,内容豊か

に講義されるその途轍もない記憶力に驚嘆したことを,懐かしく想起した。

参照文献 (著者名 邦文献は50音順,洋文献はABC順 )

邦文献

イエイツ,フ ランセス・A。 (1993)『記憶術』玉泉八州男監訳,水声社

インガルデン,R。 (1983)『文学的芸術作品』瀧内槙雄・細井雄介訳,勁草書房

インガルデン,R。 (1983)『人間論 :時間。責任・価値』武井勇四郎・赤松常弘訳,法政大学出版局

ウォーコップ,〇。S.(1984)『 ものの考え方―一 合理1生への逸脱』深瀬基寛訳,講談社学術文庫

荻野恒一 (1971)『 ドストエフスキー 芸術と病理』金剛出版

川端柳太郎 (1978)『小説と時間』朝日新聞社

木田 元 (1993)『ハイデガー入門』岩波新書

キーン,E.(1989)『現象学的心理学』吉田章宏・宮崎清孝訳,東京大学出版会

クンデラ,M.(1990)『小説の精神』金井裕・浅野敏夫訳,法政大学出版局

小森健太郎 (1992)「 ニーチェの歴史観に基づく教師の生の解明 :武田常夫の著作を手掛かりとし

て」,『学ぶと教えるの現象学研究 四』 東京大学教育学部教育方法学研究室,159-206

西郷竹彦 (1991)『虚構としての文学』国土社

西郷竹彦 (2005)F虚構の方法 。世界』,『名詩の世界 5』 光村図書

塩野七生 (2007)「 日本と日本人への10の 質問」『文芸春秋』平成19年 7月 号,114-127

ジオルジ,A。 (2004a)「 看護研究への現象学的方法の適用可能性」吉田章宏訳 。構成



多様化を通じての統合化の原理

『看護研究』第37巻,第 5号,49-57

ジオルジ,A。 (2004b)「 経験記述資料分析の実際 :現象学的心理学の『理論と実践』」

吉田章宏訳・構成『看護研究』第37号 ,第 7号,63-75

シュルツ,W(1986)『 私と世界 :主観性の哲学』藤田健治監訳,二玄社

ジャンケレヴィッチ,V(1994)『還らぬ時と郷愁』仲澤紀雄訳,国文社

庄司和晃 (1986)『コトワザ教育のすすめ :未来の教育学のための文化研究』明治図書

新宮一成 (1995)『ラカンの精神分析』講談社現代新書

滝浦静雄 (1988)『メタフアーの現象学』世界書院

竹田青嗣 (2004)『現象学は 〈思考の原理〉である』ちくま新書

谷崎潤一郎 (1958/1934)『 谷崎潤一郎全集 第21巻「文章読本」』岩波書店

中澤栄輔 (2007)「 時間意識と時間図表」,『現象学年報23』 ,日 本現象学会編,185-193

ニイチェ (1935)「 生にとっての歴史の利弊」,『反時代的考察 上巻』井上政次訳,岩波文庫,

121-233

波多野完治 (1990)『ことばの心理と教育』波多野完治全集九,小学館

服部セイコー編 (1988)『時間 :東 と西の対話』河出書房新社

ハヤカワ,S.I.(1951),『 思考と行動における言語』,大久保忠利訳,岩波書店

ビンスワンガー,L.(1959)『 精神分裂病』新海安彦 。宮本忠雄 。木村敏訳,みすず書房

フッサール,E。 (1967)『内的時間意識の現象学』立松弘孝訳,みすず書房

フッサール,E.(1974/1954)「 幾何学の起源」,『 ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』

細谷恒夫 。本田元訳,中央公論社,386-413

ブラント,ゲルト (1976)『世界 。自我・時間 :フ ッサール未公開草稿による研究』,新田義弘 。

小池稔訳,国文社

ボーヴォワール,S.(1972)『老い :人生の究極的意味』上下,朝吹三吉訳,人文書院

ボルノウ,O.R(1978)『 人間と空間』大塚恵一 。池田健司 。中村浩平 訳,せ りか書房

ミンコフスキー,E。 (1972・ 1973)『生きられる時間 1/2』 中江育生ほか訳,みすず書房

メルロー =ポ ンティM。 (1967/74)隊 日覚の現象学1/11』 滝浦静雄 。本田元訳,みすず書房

安永 浩 (1987)『精神の幾何学』岩波書店

ユクスキュール/ク リサート (2005)日 高敏隆・羽田節子訳『生物から見た世界』岩波文庫

吉田章宏 (1978)『授業の研究と′と、理学』国土社

吉田章宏 (1991)『教育の方法』放送大学教育振興会

吉田章宏 (1995)『教育の心理』放送大学教育振興会

吉田章宏 (1999)『ゆりかごに学ぶ :教育の方法』一茎書房

吉田章宏 (2005a)「『説明』を誘う発問と『理解』を誘う発問 :あ る達人教師の授業実践にお

61



62 淑徳大学大学院研究紀要 第15号  2008

ける発問芸術の現象学的解明」『淑徳大学大学院・社会学研究科・研究紀要』第12号 ,

39-82

吉田章宏 (2005b)「 匿名化から虚構化へ :実践報告の存在理由に即 して」『淑徳心理臨床研究』,

第 2巻,1-12

吉田章宏 (2007)「 ′とヽ理学研究方法論をめぐる省察 :特定諸方法への偏見を克服 し,統合化へ向

う道」,『淑徳大学 。総合福祉学部 。研究紀要』,第41号,65-87

ランガー,S.K。 (1960)『シンボルの哲学』矢野萬里ほか訳,岩波書店

リクール,P(1984)『生きた隠喩』久米博訳,岩波書店

リクーフレ (1996)『他者のような自己自身』久米博訳,法政大学出版局

ルリヤ,A。 (1983)『偉大な記憶力の物語 :あ る記憶術者の精神生活』天野清訳,文一総合出版

レイン,R.D。 (1973)『結ぼれ』村上光彦訳 みすず書房

レヴイナス,E.(1986)『 時間と他者』原田佳彦訳,法政大学出版局

ローゼンターリ,M.M.他 編 (1958)『 カテゴリー論』上下,寺沢恒信・林礼二・野中昌夫訳 ,

青木書店

渡邊二郎 (1999)『歴史の哲学 :現代の思想的状況』講談社学術文庫

『宝積部経典』 (1974)大乗仏典 9,長 尾雅人,櫻部建訳,中央公論社

洋文献

Arnhcim,Rudolf(1969)/i∫ z′′7乃′η々′7zg,Universi7 ofCalifOrnia Press

Buchanan,Scott(1962/1929)乃 ′′7′ηノ214α励′″″′″,J.B.Lippincott CO.

Black,Max(1962)ルイθルたαηグルイ′′ηあθだ∫S′″ル∫′″五αttα《gι ″́ 」%′ん∫η秒.Corncll UP(25-47)

Casey Edward(1976)レ 響′η′電「/動ιηθ″′″θ惚′ια′S′νみ Indiana uP

Flavcn,John H.(1963)動 ι Dιヮ″η″′″″′PSycわθ′響 州
`α

η P′偲
`あ

NOrtOn

Hcidcgger,Mardn(1982/1975)動
`Bゐ

′ιP″θル
“
∫グ彫ι″θ″ιηθノ?誹 trans.■ om German by Albert

Hofstadtcr,Indiana Univcrsity Prcss

Hcssc,Mar"B。 (1963),ルイθ″ιん′ηノ/η′竹′
“
′ηS″′πらShccd and Ward

JOyCC,Brucc/Wcil Marsha(1972),Syncctics,Chap.14,in i4θ ″たグ物 訪′得 PrCnticc Hall,233-252

KOsellcck(1989)乃 管αηgιηι Z″ル 4′「Z夕 rs`解夕η′衆gι∫あ′あ″θみιr Zι′々η,Suhrkamp

Kundra,Mlan(1986):動ι/″ グ乃ιル ワ′ムtrans■Om Frcnchけ Linda Ashctt Harper and ROw

McKcllctt Pctcr(1957)レ 管ノη″′θ″′″″動 ′η々′得 BadC B00ks

Phgct,Jcan&Bacbd lnhdder(1963)動 ι働 認 しOπψ′ノθηグシαιらtrans■om Frcnch by町 .Langdon

&J.L.Lunzer,RKP

Schutz,Alicd and T Luckmann(1973)動 ιS′γ″
`′

z紹 グ励ιι舜―%屹 I`8c H.Trana Ro Zancr ond



多様化を通 じての統合化の原理

Others.NOrthwcstcrn UP

ScamOn,David(1993)Different Worlds COming Together:A PhenOmeno10gy of RelatiOnship as Por―

traycd in DOris Lcssing's Diarics ofJanC SOmers.In Da宙 d Seamon ed.Dりι〃′η&Sιι″&′ηグ

Dι∫なη″g SU｀、219-246

Shiblcs,Warrcn A。 (1971)ハイι′η力ο4/η /ηηθ″ルノB′多″鐵γηtt αηdHtS'o9The Languagc Prcss

SOrcll,Waltcr(undatcd),動 ι ttα′リ グワな′θ″「C″′″∫″ηノυιπα′″ク′η ttι αtt Bobbs一 Mcrrill CO..

SPicgelbcrs H。 (1971)動ι ttι ηθ笏′ηθ惚 た″ハイθυθ″′″ r/His,oγ ′ε″ル′ηttι′′θη,Vol.Ⅱ

Martinus NtthOr

Thcunissen,M。 (1984/1977)動′Ottιγ r s′夕″ι∫′η ttι  Sθθ′′′Oηヵ々 ッ グ助 ∫∫′「■、He′グ幣 ιちS夕″名 α″ノ

B夕多ιちtrans.from Gcrman by ChristOphcr NIacann,PIIT Prcss

YOshida,AkihirO(2000)A PhcnOmen010gical ExPlicatiOn of thc Livcd WOrlds of Application Systcm

Engineers:a tiny attcmpt.動 ιル γηαげ &塑′解″Zのた″ιη%笏αη'∫ 協 ′υθがり Vol・ 11,NO.1,

69-86

63



64 淑徳大学大学院研究紀要 第15号  2008

A PrinciPlc ofUniflcation thrOugh Diversiflcation:

Thc(RIP tticndly SIR STOP ctc MOM〉 Principle

Thc divcrsiflcatiOn of thc human livcd―、vorld intO the rnultiPlc rcalities,and their rnulti―

layercd rc―intcgration by rncans of thcir inutual cxchanging,translorrnation and complc―

mentatlon

Akihiro YOSHIDA,Ph.D.

This articlc ProPOSes a princiPle,WhiCh clailns tO be cxPliCating and showing,at least partl■ thc

csscntial structurc and mcanings of thc human hvcd― world.Its name is thc(RIP friendサ SIR STOP etc

MOM〉 Principle.The s破 terms included in the namc ofthc principlc arc all acrOnyms,which arc tO rcprc―

sent the vcry contents of thc Principle.Thereお re,thc exPlication of thcse acrOnyms natllrally lcads to that

Ofthc Principlc clabOratcd in thc articlc.Thc nrst tcrm(RIP〉 means,。 n the onc hand,“ rcquicscat in Pace¨ 、

which mcans“ NIIり s/he(or thcy)rcst in pCacc",but it also mcans“ Opcn up again".On thc othcr hand、 in

thc Principle,it is also supposed to mcan“ Rcaliり;Inc宙 table nccessity・ and Possibility".Thc sccOnd tcrnl

〈fricndly)mcans“ amicable",but it is also supposcd tO mean(FRIENDLY〉 ,that is,“ Familiari`二 ご::=

unttlrniliar;Rcprcscnting the un― rcprcscntcd,Intcrprcting the un― interprctcd;Intcrpreting/inf「 ri ご́‐|=

un―interpreted/uninformcd;Emphasizing thc un― cmphasizcd/dc― cmphasizing thc cmph卜 i]=■   1‐

Enabling to scc thc un― sccablc;Enabhng to宙 sualize thc invisible];Norma五 五ng the un■ :r■ _[ti

E)iscOvcring thc un― discovcrcd;Libcrating thc nOt― yct―libcratcd;Yiclding thc wisdonl.Tht ll,1 -11:

〈SIR〉 ζ thc noun usually used as a titular pre伝 to namc ofa noblcman,but h also is supposcd t rtI「 _■ 1

“Symb01ic,Imaginat市c and Rcal".The fourth tcrm(STOP〉 is suPPOSed to be the name ofa■ ■:1「 l「
、

:

whOsc bc10vcd maxirn is``Stop not thinking,but stop to think!".Howcvcr,it is alsO supP()5さ 三l  rti l・
~

scnt“ Space,Timc,Othcr(s)and Pcrson".The nfth term(etc〉 mcans"ct cetcrr',1.c.“ and so■■
~「

_‐ 「 ,

alsO supposcd to mean“ Exchangcable,Transお rmablc and Complcmcntary".Flnallヌ 〈MOゝ I「
=Fr=、

1■ lt

``ンlothcr'',but also a principlc of“ Nlapping'',in IIlodcrn algcbra,c.g.“ homO― mOrphisIIl",beぃ 、でc■ ,「  _ヽ|―

wOrlds in the multiplc rcalities ofthc human livcd― wOrlds,in tlle scnsc ofAlfrcd Schutz.Conscq」 ぎ1: 「:t

(RIP tticndヶ 刷R STOPctc MOM〉 ,on the onc hand,constitutcs a paraЫ e with the ncdious.■ it,三

SIR STOR but it also rcprcscnts a Principlc that(STOP〉 in〈 SIR〉 ■vOrlds arc mutually lFRIEヽ El_ヽ
‐

and can be regardcd as〈 ETC〉 by〈ⅣIO■/1).Besidcs,thc samc(R〉 wOrld can bc,by thc“ l~rcc inl■「:■ il'こ

variation"transformcd intO the(P)world,and then,by the intuition of cssenccs,can lcad to thc I .ヽl・ f ri」

Thc multiplc rclatiOnships bc3vccn/among thc cOnstitucnts ofthc〈 RIP friendly SIR STOP ctc arc cI「 i:

catcd and explaincd cach with a Rw cxamplcs and rclcvant rcircnccs.Thc pOssiblc mcrits of thc PriECi「 lC

havc becn cxamhed.Whh an csscntial Mapping structurc(MOM〉 (reprcsenting O=MOM,incOrF● ~

ratcd,thc nnal formulation rcsultcd is thc singlc formula:Thc〈 RIP friendly SIR STOP ctcIMORI Prin―

ciple.


